
気
候
は
歴
史
学
研
究
の
分
析
要
因
と
な
り
う
る
か
？
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ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
の
小
氷
期
の
場
合
I
I

へ

永

田

諒

一

問
題
の
所
在

　
「
い
つ
の
時
代
に
も
、
気
候
は
人
間
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

た
」
と
い
う
趣
旨
の
言
及
は
多
い
が
、
歴
史
学
と
し
て
の
実
証
的
か
つ
具
体

的
研
究
は
僅
少
で
あ
る
。
西
洋
史
学
分
野
に
限
っ
て
い
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
よ
う
や
く
研
究
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
未
だ
皆
無

に
等
し
い
。
そ
の
よ
う
な
研
究
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
本
論
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
近
世
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
「
歴
史
学
の
～
分
析
要
因
と
し
て
気
候
を
取

り
込
む
こ
と
は
可
能
か
」
と
い
う
課
題
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
諸
成
果
の
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

理
と
今
後
の
展
望
を
試
み
る
。

　
自
然
科
学
の
気
候
学
研
究
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
六
世
紀
後
半
か

ら
大
体
十
八
世
紀
末
ま
で
は
、
小
氷
期
記
巳
Φ
H
。
Φ
〉
α
Q
Φ
と
よ
ば
れ
る
、
有

史
上
、
最
も
寒
冷
な
気
候
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
西
洋
史
学
研
究
に

よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
は
、
宗
教
戦
争
・
紛
争
、
魔
女
狩
り
、
不
作
、
穀
物
価

格
の
高
騰
、
難
民
と
流
民
な
ど
の
タ
ー
ム
で
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
事
象
は
、
広
い
意
味
で
の
十
七
世
紀
の
全
般
的
危
機
6
げ
Φ
○
①
器
邑

9
一
ω
置
。
｛
ひ
Φ
峯
穿
O
o
簿
孔
門
《
の
時
代
、
社
会
的
規
律
化
∪
δ
ω
。
臥
巴
臼
。
。
・

N
恒
巨
2
毒
α
q
の
中
、
心
的
時
代
と
い
う
歴
史
学
概
念
の
下
に
語
ら
れ
る
。
両

者
を
見
比
べ
る
と
き
、
誰
も
が
考
え
る
の
は
、
小
氷
期
の
寒
冷
な
気
候
は
、

こ
の
「
厳
し
く
辛
い
時
代
相
」
と
何
ら
か
の
因
果
関
係
が
あ
る
の
で
は
と
い

う
疑
問
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
小
氷
期
を
対
象
と
し
た
試
み
の
方
法
と
し
て
、
（
1
）
気
候

に
関
す
る
自
然
科
学
研
究
の
成
果
の
確
認
、
（
2
）
気
候
以
外
の
要
函
が
考

え
ら
れ
な
い
歴
史
事
象
と
し
て
、
ア
ル
プ
ス
の
氷
河
の
進
出
と
ロ
ン
ド
ン
・

テ
ム
ズ
川
の
冬
季
凍
結
の
紹
介
と
解
釈
の
試
み
、
（
3
）
気
候
が
有
力
な
原

因
の
｝
つ
と
考
え
ら
れ
る
歴
史
事
象
と
し
て
、
ブ
ド
ウ
栽
培
（
ワ
イ
ン
醸
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造
）
と
魔
女
狩
り
の
そ
れ
ら
、
そ
し
て
、
（
4
）
気
候
変
動
の
原
因
に
関
す

る
自
然
科
学
研
究
と
そ
の
問
題
点
の
紹
介
と
い
う
順
序
で
叙
述
す
る
。
そ
れ

は
、
歴
史
学
と
し
て
気
候
を
考
え
る
と
き
の
基
本
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
歴

史
学
界
の
現
在
の
到
達
地
点
の
確
認
と
考
え
る
。

　
論
を
は
じ
め
る
前
に
、
上
述
の
研
究
関
心
を
、
西
洋
史
学
分
野
の
研
究
附

説
顧
の
形
で
ご
言
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
西
洋
史
学
と
し
て
、

近
世
に
お
け
る
気
候
と
歴
史
へ
の
関
心
に
駆
動
力
を
与
え
て
い
る
の
は
、
十

七
世
紀
の
全
般
的
危
機
論
、
そ
し
て
、
研
究
雑
誌
『
ア
ナ
｝
ル
』
を
核
と
す

る
社
会
史
研
究
で
あ
る
。

　
十
七
世
紀
の
全
般
的
危
機
論
は
、
当
初
の
経
済
構
造
、
政
治
構
造
か
ら
、

次
第
に
、
歴
史
事
象
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
心
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
。
そ
の

中
で
、
一
つ
の
方
向
性
を
提
示
し
た
の
が
、
パ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
彼
が
編
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
た
論
集
隅
十
七
世
紀
の
全
般
的
危
機
』
は
、
十
七
世
紀
を
中
心
と
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
般
的
危
機
が
そ
の
地
域
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

全
世
界
的
な
事
象
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
象
の
最
も

基
底
的
な
原
因
を
当
時
の
寒
冷
な
気
候
に
求
め
う
る
可
能
性
を
示
し
た
。
本

論
で
も
紹
介
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
論
集
に
は
、
〈
大
胆
に
も
〉
、
太
陽

物
理
学
研
究
者
エ
デ
ィ
の
科
学
論
文
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
社
会
史
研
究
か
ら
の
問
題
関
心
に
つ
い
て
多
く
を
語
る
こ
と
は
不
要
で
あ

ろ
う
。
呪
ア
ナ
ー
ル
』
に
集
ま
る
社
会
史
研
究
の
当
初
か
ら
の
特
徴
の
～
つ

に
、
歴
史
学
の
隣
接
諸
科
学
の
成
果
と
方
法
を
積
極
的
に
と
り
い
れ
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
歴
史
上
の
特
定
の
空
間
の
「
不
変
の
相
」
に

肉
薄
し
よ
う
と
い
う
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
「
長
期
間
、
持
続
す
る
も
の
の
歴
史
」

は
、
社
会
史
研
究
の
視
野
と
解
像
度
を
決
定
的
に
拡
大
、
進
化
さ
せ
た
。
気

候
学
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
科
学
の
成
果
と
方
法
を
用
い
な
が
ら
、
数
百
年

の
オ
ー
ダ
ー
で
、
人
間
社
会
成
立
の
基
本
条
件
を
確
定
し
て
い
く
気
候
史
研

究
は
、
今
日
、
地
理
・
地
勢
の
そ
れ
と
と
も
に
、
社
会
史
研
究
の
最
前
線
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
は
、
機
会
あ
る

ご
と
に
、
気
候
と
歴
史
の
関
係
に
轡
及
し
て
き
た
。
こ
れ
も
本
論
で
し
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ば
紹
介
す
る
が
、
彼
の
『
気
候
の
歴
史
』
は
、
歴
史
学
に
気
候
を
取
り
入
れ

る
試
み
の
最
も
厳
密
か
つ
冷
静
な
到
達
点
で
あ
る
。

　
①
本
論
は
、
筆
者
の
知
見
の
他
に
、
二
〇
〇
八
年
五
月
の
日
本
西
洋
史
学
会
第
五

　
　
十
八
回
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
H
門
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
世
〈
小
氷
期
〉
と
中
世

　
　
〈
温
暖
期
〉
の
歴
史
学
的
意
味
」
（
司
会
と
総
説
∵
氷
田
諒
一
）
の
成
果
が
加
味

　
　
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
者
で
あ
っ
た
宮
原
ひ
ろ
子
（
年

　
　
代
気
候
学
）
、
小
野
有
五
（
氷
河
学
）
、
田
上
善
夫
（
自
然
地
理
学
）
の
各
氏
、
コ

　
　
メ
ン
チ
ー
タ
で
あ
っ
た
藤
田
苑
子
、
踊
三
二
、
南
直
入
の
各
氏
の
お
名
前
を
こ
こ

　
　
に
挙
げ
て
感
謝
の
意
を
表
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
な
お
、
環
境
学
や
文
明
史
学
の
分
野
で
は
気
候
と
社
会
の
関
係
を
論
じ
た
論
文

　
　
も
少
な
く
な
い
が
、
上
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
議
論
に
な
っ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ

　
　
も
く
歴
史
学
と
し
て
の
方
法
論
と
厳
密
性
〉
に
し
ば
し
ば
不
満
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
　
そ
の
こ
と
は
、
本
論
の
タ
イ
ト
ル
を
「
気
候
の
歴
史
」
あ
る
い
は
「
気
候
史
」
で

　
　
は
な
く
、
「
『
気
候
』
は
歴
史
学
研
究
の
分
析
要
因
と
な
り
う
る
か
？
」
と
し
た
理
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由
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
我
が
国
の
歴
史
学
研
究
者
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
気
候
と
社
会
に
関
す

　
る
啓
蒙
的
叙
述
と
し
て
、
木
村
尚
三
郎
『
近
代
の
神
話
轍
中
公
新
書
、
一
九
七
五

　
年
、
阪
口
修
平
「
三
十
年
戦
争
と
絶
対
主
義
領
事
国
家
の
形
成
」
、
木
村
靖
二
編

　
『
ド
イ
ツ
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
な
ど
が
姻
ら
れ
て
い
る
。
管
見
の
か

　
ぎ
り
で
あ
る
が
、
邦
文
の
本
格
的
な
歴
史
学
論
文
は
、
井
上
正
美
「
中
世
気
候
の

　
多
様
性
に
つ
い
て
」
、
関
西
中
世
史
研
究
会
編
欄
西
洋
中
世
の
秩
序
と
多
元
性
㎞

　
法
律
文
化
社
、
｝
九
九
四
年
、
同
「
魔
女
と
悪
魔
と
空
模
様
」
、
『
立
命
館
文
学

　
五
三
四
塩
　
一
九
九
四
年
夏
ら
い
で
あ
る
。

②
ρ
評
弊
2
（
Φ
8
”
§
免
O
§
鳴
ミ
O
謎
蹄
駄
§
恥
ミ
ミ
§
N
き
G
§
§
g
ド
⑩
刈
。
。
．

③
国
．
冨
寄
団
U
巴
蝕
p
§
§
・
恥
§
ミ
ミ
ミ
奪
§
N
§
ミ
越
卜
。
く
。
互
む
。
。
G
。
”

　
H
り
①
旦
．
（
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
、
稲
垣
文
雄
訳
凹
気
候
の
歴
史
』
藤
原
書
店
、

　
二
〇
〇
〇
年
。
）1

小
氷
期
の
自
然
科
学
研
究

　
本
章
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
史
時
代
の
気
候
変
動
に
関
す
る
自
然
科
学
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
基
本
的
か
つ
古
典
的
文
献
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
ラ
ム
の
著
作
を
主
要
な

典
拠
と
す
る
。

　
図
表
1
は
、
紀
元
八
○
○
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ン
グ
ラ
ン
ド
中
央
部
低
地
地
方
の
平
均
気
温
の
変
動
で
あ
る
。
こ
の
変
動
曲

線
は
、
大
体
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
も
該
当
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
～
二
〇
〇
年
ご
ろ
を
上
方
の
頂
点
と
す
る
温
暖
期
と
、
一

六
〇
〇
年
過
ぎ
を
下
方
の
頂
点
と
す
る
寒
冷
期
で
あ
る
。

　
気
候
学
研
究
者
は
、
紀
元
九
〇
〇
年
ご
ろ
に
は
じ
ま
り
十
三
世
紀
前
半
ま

で
の
暖
か
い
時
期
を
中
世
温
暖
期
寓
Φ
象
Φ
く
巴
≦
鋤
§
℃
Φ
昌
。
縣
と
呼
ん
で

い
る
。
本
論
の
直
接
の
対
象
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
も
、
気
候
と
歴
史
事

象
の
相
関
を
想
わ
せ
る
。
中
世
の
農
業
革
命
に
よ
り
農
業
生
産
力
が
飛
躍
的

に
増
大
し
、
今
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
と
歴
史
学
研

究
者
が
語
る
革
新
の
十
二
世
紀
に
符
合
す
る
。
三
圃
制
、
大
型
有
輪
重
な
ど
、

改
良
さ
れ
た
農
業
技
術
に
よ
る
生
産
力
向
上
の
背
景
に
、
こ
の
温
暖
な
気
候

が
あ
っ
た
と
す
る
推
定
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
一
五
五
〇
年
ご
ろ
か
ら
一
八
○
○
年
ご
ろ
ま
で
の
時
期
が
小
氷

　
　
　
③

期
で
あ
る
。
図
表
1
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
小
氷
期
の
平

均
気
温
の
低
下
は
、
大
体
1
℃
で
あ
っ
た
。
（
中
世
温
暖
期
の
そ
れ
も
、
大

体
1
℃
の
上
昇
で
あ
る
。
）
こ
の
平
均
！
℃
低
下
と
い
う
事
実
が
入
間
社
会

に
及
ぼ
す
影
響
は
、
数
字
か
ら
の
印
象
よ
り
ず
っ
と
大
き
い
。
例
え
ば
、
作

物
学
の
基
礎
知
識
に
よ
れ
ば
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
緯
度
帯
で
は
、
年
平
均
気

温
が
一
℃
下
が
る
と
、
植
物
の
生
育
可
能
期
間
は
三
～
四
週
間
、
短
く
な
り
、

ま
た
、
作
物
の
生
育
可
能
高
度
は
五
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
七
〇
メ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
④

ル
）
、
低
く
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
一
ヶ
月
近
く
の
早
い
収
穫
が
必
要

に
な
る
。
ま
た
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯
で
は
、
耕
作
地
の
高
度
方
向
の
長

さ
を
一
～
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
耕
作
地
面
積
の
か

　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
り
の
減
少
で
あ
る
。
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あ
る
い
は
、
我
々
は
、
一
九
九
三
年
日
本
の
寒
冷
な
夏
を
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
米
作
の
不
調
に
よ
り
、
緊
急
に
大
量
の
米
を
諸
外
国
か
ら
輸
入

す
る
こ
と
に
な
っ
た
年
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
交
通
手
段
を
欠
い
て
い
た
近

代
以
前
な
ら
、
大
呼
鰹
の
年
と
し
て
歴
史
に
記
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
気
象
庁

の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
夏
の
平
均
気
温
は
、
北
日
本
で
約
2
℃
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

西
日
本
で
も
一
℃
近
く
平
年
よ
り
低
か
っ
た
。
そ
れ
は
一
年
限
り
の
出
来
事

で
あ
っ
た
が
、
平
均
気
温
の
一
℃
低
下
が
百
年
以
上
続
く
場
合
の
影
響
力
を

想
像
す
る
と
き
の
説
得
力
に
富
む
事
例
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
作
物
の
生
長
あ
る
い
は
人
間
社
会
に
影
響
を
与
え
る
気
候
要

素
は
、
気
温
だ
け
で
は
な
い
。
雨
量
、
湿
度
、
日
照
時
間
、
風
の
強
さ
と
方

向
な
ど
は
、
誰
も
が
考
え
る
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
し
あ
た
り
、
そ
れ

ら
は
考
慮
か
ら
は
ず
し
て
、
本
論
で
は
、
図
表
1
の
気
温
変
動
グ
ラ
フ
を
以

下
の
論
考
の
基
礎
と
し
た
い
。

①
霜
即
U
毒
ダ
O
§
§
」
ぎ
§
、
罫
寒
旨
§
翫
笥
ミ
ミ
魯
b
。
く
。
一
ω
．
」
㊤
刈
ご
図
．

　
甲
ピ
帥
讐
グ
き
ミ
詮
き
Q
勘
§
ミ
鳴
硬
聖
ミ
§
§
帖
芦
一
〇
〇
。
○
。
一
麟
．
中
ピ
p
ヨ
ρ

　
Ω
画
ミ
ミ
魯
ミ
§
遂
ミ
ミ
縣
ぎ
さ
寒
導
き
、
裁
一
り
0
9

②
ピ
帥
ヨ
プ
9
§
ミ
9
＜
。
冨
》
唱
9
ω
。
。
．
こ
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
は
、
最
新
の
I
P
C
C

　
の
そ
れ
を
は
じ
め
、
数
多
い
。
こ
こ
で
は
、
信
頼
性
あ
り
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

　
歴
史
学
研
究
者
に
と
っ
て
「
わ
か
り
や
す
い
」
ラ
ム
の
そ
れ
を
例
示
し
た
。
し
か

　
し
、
本
グ
ラ
フ
の
表
示
と
歴
史
事
象
の
対
応
関
係
の
「
見
事
さ
」
は
筆
者
に
一
抹

　
の
不
安
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。

　
　
な
お
、
過
去
の
時
代
の
気
温
を
確
定
す
る
プ
ロ
キ
シ
イ
と
し
て
の
方
法
は
、
年
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輪
幅
解
析
に
よ
る
そ
れ
、
酸
素
同
位
体
比
分
析
に
よ
る
そ
れ
、
地
熱
測
定
に
よ
る

　
そ
れ
な
ど
、
幾
つ
か
確
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
論
の
性
格
上
、
そ
れ
ら
の

　
自
然
科
学
的
論
理
と
実
際
の
作
業
手
続
き
は
雀
略
す
る
。
（
さ
し
あ
た
り
、
上
述

　
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
唱
窯
で
あ
る
宮
崎
ひ
ろ
子
「
有
史
上
の
気
候
変
化
と

　
そ
の
要
因
」
を
参
照
。
）

③
こ
の
晴
期
区
分
が
、
（
少
な
く
と
も
、
歴
史
と
気
候
の
関
係
を
考
え
る
人
々
の

　
間
で
は
）
、
一
般
的
で
あ
る
が
、
気
候
学
研
究
者
の
間
で
は
異
な
る
理
解
も
あ
る
。

　
「
小
氷
期
」
と
い
う
雷
葉
を
最
初
に
使
っ
た
の
は
、
　
一
九
三
九
年
の
マ
チ
ス
男

　
団
．
《
僧
嘗
冨
ω
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
が
そ
の
書
葉
で
指
し
示
し
た
の
は
、
紀

　
元
前
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
彼
の
時
代
に
至
る
四
千
年
近
く
の
む
し
ろ
地
質
学
的

　
オ
ー
ダ
ー
の
期
間
で
あ
っ
た
。
地
球
は
、
大
体
一
万
年
前
に
、
新
生
代
第
四
紀
の

　
第
四
氷
河
期
で
あ
る
ヴ
ユ
ル
ム
氷
河
期
が
終
わ
り
、
温
暖
化
し
た
が
、
紀
元
前
二

　
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
五
番
目
の
氷
河
期
に
向
か
い
は
じ
め
た
、
小
氷
期
は
そ
の

　
初
期
段
階
を
指
す
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
新
生
代
の
気
温
曲
線
を
見
れ
ば
、
確
か

　
に
地
球
の
気
候
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
産
業
革
命
以

　
降
、
入
間
が
化
石
燃
料
を
大
蚤
に
消
費
し
た
結
果
と
し
て
大
気
申
に
増
大
し
た
二

　
酸
化
炭
素
の
保
温
効
果
の
せ
い
で
、
第
五
氷
河
期
の
到
来
に
は
、
今
日
、
疑
問
符

　
が
付
き
ば
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、
小
氷
期
を
　
三
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
一
八
五
〇
年

　
ご
ろ
ま
で
と
考
え
る
見
解
も
あ
る
。
図
表
1
を
見
て
も
、
一
五
〇
〇
年
ご
ろ
に
小

　
さ
な
温
暖
期
は
あ
る
が
、
そ
の
期
間
を
ひ
と
ま
と
め
の
寒
冷
期
と
み
な
す
こ
と
は

　
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
十
三
世
紀
以
降
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
河
が
前
進
し

　
は
じ
め
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
O
h
≦
’
ゆ
①
ぼ
ぎ
α
q
①
び
Ω
ぎ
9
け
ざ

　
○
訂
p
α
q
㊦
帥
巳
類
ぽ
げ
－
図
き
鼠
昌
α
q
一
日
ぽ
ぎ
冨
。
［
o
｛
匪
Φ
臣
七
一
Φ
H
o
①
〉
α
q
①
8

　
ζ
魯
十
三
㊦
ω
り
○
蒙
婆
Φ
目
（
㊦
8
甲
G
§
ミ
鴨
§
無
職
ミ
執
童
討
晦
蹄
鷺
§
さ
6
§
§
冒

　
肉
§
忌
馬
§
栽
駐
曾
ら
ミ
翌
§
§
§
㌧
ポ
一
8
P
題
．
ω
ω
。
。
山
ω
ρ

④
U
．
空
塁
三
巴
⑦
聲
p
r
津
2
α
q
曳
四
践
冨
乱
0
8
聲
巴
三
思
μ
閏
。
。
匹
甲
？

　
ぼ
①
ぎ
㍗
o
曾
＆
o
p
象
§
亀
一
〇
ρ
一
〇
誤
も
織
①
ρ

⑤
ω
ぎ
δ
。
罰
O
≒
ω
①
、
も
。
ぎ
9
翻
ρ
O
。
。
沼
と
し
て
計
箕
。

⑥
気
象
庁
統
計
室
「
　
九
九
三
年
夏
の
天
候
の
特
徴
」
『
気
象
三
七
・
＝
』
～

　
九
九
三
年
、
～
二
八
七
二
頁
。

2

気
候
以
外
の
要
因
が
考
え
ら
れ
な
い
事
象

（
一
）
　
ア
ル
プ
ス
の
氷
河
の
進
出

　
小
氷
期
に
、
ア
ル
プ
ス
各
地
の
氷
河
が
進
出
し
、
そ
れ
が
入
間
社
会
に
影

響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
氷
河
の
進
出
は
、
間
違
い
な
く
、
気

候
寒
冷
化
の
所
産
で
あ
ろ
う
。
気
候
学
の
基
礎
知
識
に
よ
れ
ば
、
対
流
圏
で

は
、
高
度
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
が
る
と
、
気
温
が
0
．
5
5
℃
か
ら
0
．

6
5
℃
下
が
る
。
そ
し
て
、
谷
を
下
る
氷
河
は
、
簿
疋
の
高
度
に
降
り
て
く

る
と
、
暖
か
く
な
っ
た
気
温
の
せ
い
で
溶
け
て
し
ま
い
姿
を
消
す
。
そ
れ
は
、

あ
る
＝
疋
期
間
、
気
候
が
寒
冷
化
す
る
と
、
氷
河
の
先
端
（
氷
魚
）
の
高
度

が
下
が
り
、
ま
た
、
温
暖
化
す
る
と
、
上
昇
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

理
論
上
で
は
あ
る
が
、
年
平
均
気
温
が
一
℃
下
が
る
と
、
二
十
度
の
傾
斜
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
下
る
氷
河
は
、
従
来
よ
り
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
、
麓
へ
と
下
り
て
く
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
に
は
多
く
の
氷
河
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
研
究

　
　
　
　
　
　
　
②

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ユ
リ
、
フ
ェ
イ
ガ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

プ
フ
ィ
ス
タ
t
の
諸
研
究
を
主
要
な
典
拠
と
し
な
が
ら
、
最
も
研
究
が
進
ん

で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
シ
ャ
モ
ニ
○
訂
ヨ
。
巳
×
の
谷
の
氷
河
を
例
に
取
り
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あ
げ
る
。
当
地
に
は
、
ボ
ワ
の
氷
河
α
q
『
9
2
紆
ω
b
σ
9
ω
（
メ
ー
ル
・
ド
・

グ
ラ
ス
賦
ζ
謹
製
O
『
8
）
、
ア
ル
ジ
ャ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
氷
河
α
Q
鼠
9
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

山、

r
同
α
q
Φ
導
δ
お
な
ど
、
幾
つ
か
の
氷
河
が
向
か
っ
て
い
る
。

　
シ
ャ
モ
ニ
近
辺
の
住
民
の
反
応
を
示
し
た
文
書
資
料
の
研
究
は
比
較
的
進

ん
で
い
る
。
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
と
フ
ェ
イ
ガ
ン
の
研
究
か
ら
、
そ
れ
ら

に
関
す
る
同
時
代
の
言
及
を
含
め
た
叙
述
を
幾
つ
か
紹
介
し
て
お
く
。

　
ω
　
氷
河
は
、
畑
地
や
牧
場
だ
け
で
な
く
、
集
落
を
押
し
流
す
こ
と
も
あ

っ
た
。
一
六
〇
一
年
、
シ
ャ
モ
ニ
の
住
民
か
ら
サ
ヴ
ォ
ワ
の
会
計
院
に
宛
て

た
陳
情
書
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
…
…
お
そ
ろ
し
い
氷
河
が
、
特

に
、
ア
ル
ジ
ャ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
と
レ
・
ボ
ワ
の
氷
河
が
、
徐
々
に
、
そ
し
て
、

絶
え
間
な
く
せ
り
出
し
て
き
て
、
我
々
の
村
の
二
つ
を
覆
い
つ
ぶ
し
、
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
、
三
番
匿
の
村
も
ち
ょ
う
ど
破
壊
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
…
…
扁
ま
た
、

『
シ
ャ
モ
ニ
村
年
代
記
臨
な
る
文
献
の
一
六
〇
五
年
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

門
…
…
＝
ハ
○
○
年
以
降
、
氷
河
、
ア
ル
ヴ
押
脚
》
宅
Φ
、
そ
の
他
の
急
流

が
、
こ
の
小
教
区
［
シ
ャ
モ
ニ
］
の
あ
ち
こ
ち
で
、
～
九
五
ジ
ュ
ル
ナ
ル
の

土
地
を
廃
櫨
に
し
た
り
、
損
害
を
与
え
た
り
し
た
。
特
に
、
九
〇
ジ
ュ
ル
ナ

ル
の
農
地
と
十
二
軒
の
家
が
破
壊
さ
れ
た
ル
・
シ
ャ
ト
ラ
ー
ル
δ

○
げ
象
Φ
週
期
の
村
で
は
、
土
地
の
十
二
分
の
　
し
か
残
ら
な
か
っ
た
し
、

レ
・
ボ
ワ
δ
ω
じ
d
O
冨
の
村
は
氷
河
の
た
め
に
放
棄
さ
れ
た
。
ラ
・
ロ
ズ
ィ

エ
ー
ル
『
菊
。
し
・
譲
お
と
ア
ル
ジ
ャ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
の
村
で
は
、
七
軒
の
家

が
日
ご
と
に
前
進
す
る
氷
河
の
下
敷
き
に
な
っ
た
。
被
害
は
さ
ら
に
続
い
て
、

ラ
・
ボ
ン
ヌ
ヴ
イ
ル
『
b
σ
o
葺
Φ
く
已
①
の
村
で
二
軒
の
家
が
破
壊
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

…
…
十
分
の
～
税
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
」
と
い
う
。

　
働
　
寒
冷
な
気
候
に
加
え
て
、
間
近
に
迫
っ
た
氷
河
が
「
扉
の
開
い
た
冷

蔵
庫
」
の
よ
う
に
冷
却
効
果
を
生
み
、
不
作
が
続
い
た
。
一
六
四
二
年
五
月

二
八
日
付
け
の
シ
ャ
モ
ニ
の
『
誠
実
な
る
者
の
報
告
書
』
な
る
文
献
に
よ
れ

ば
、
「
…
…
ラ
・
ロ
ズ
イ
エ
ー
ル
の
村
は
、
最
も
激
し
く
前
進
し
て
い
る
ア

ル
ジ
ャ
ン
テ
イ
エ
ー
ル
の
大
き
な
氷
河
に
押
し
流
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
氷

河
か
ら
降
り
落
ち
て
く
る
雪
崩
は
、
日
を
追
う
ご
と
に
迫
り
、
牧
場
や
畑
を

押
し
流
し
て
い
る
。
～
年
の
大
半
は
畑
が
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、
［
例

年
で
さ
え
］
わ
ず
か
ば
か
り
の
大
麦
の
収
穫
は
、
こ
の
三
年
間
、
途
絶
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
小
麦
を
収
穫
し
て
も
、
腐
っ
て
し
ま
い
、
貧
し
い
春
た
ち

は
そ
れ
を
食
べ
て
い
る
が
、
次
に
種
を
播
く
に
は
、
新
し
い
麦
を
買
わ
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
地
域
の
人
々
は
、
栄
養
状
態
が
悪
い
の
で
、
色
が

黒
く
恐
ろ
し
げ
な
様
相
を
し
て
お
り
、
苦
し
み
に
あ
え
い
で
い
る
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
に
留
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
」
と
い
う
。

　
寒
冷
な
気
候
と
そ
れ
に
よ
る
氷
河
の
進
出
が
、
ア
ル
プ
ス
の
住
民
生
活
に

与
え
た
影
響
の
定
量
的
な
研
究
は
未
だ
し
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ル
・

ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
は
、
シ
ャ
モ
ニ
近
辺
に
お
け
る
十
分
の
㏄
税
の
支
払
額
の

変
動
と
い
う
視
角
か
ら
あ
る
程
度
の
成
果
を
引
き
出
し
て
い
る
。
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図
表
2
は
、
①
氷
河
進
出
の
影
響
を
直
接
的
に
受
け
た
地
区
、
②
そ
の
影

響
を
少
し
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
地
区
（
つ
ま
り
、
シ
ャ
モ
ニ
谷
の
少
し
下

方
）
、
③
そ
の
影
響
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
地
区
（
シ
ャ
モ
ニ
谷
を
出

た
地
域
）
に
つ
い
て
、
一
五
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
一
六
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

分
の
一
管
支
払
い
額
の
変
動
を
示
し
て
い
る
。
（
③
に
つ
い
て
は
、
ル
・
ロ

ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
は
叙
述
形
式
で
表
現
し
て
い
る
の
で
、
筆
者
が
グ
ラ
フ
化
し

た
。
）
読
み
と
れ
る
の
は
、
一
六
五
〇
年
ご
ろ
の
小
氷
期
の
は
じ
ま
り
を
境

と
し
て
、
支
払
額
が
、
③
の
地
区
で
は
、
大
い
に
増
大
し
、
②
の
地
区
で
も

幾
ら
か
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
①
の
地
区
で
は
、
変
化
が
な
い

か
、
あ
る
い
は
、
ラ
・
ロ
ジ
イ
エ
ー
ル
の
よ
う
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
の
意
を
汲
ん
で
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
穀

物
価
格
が
高
騰
し
た
た
め
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
十
分
の
一
税
額
も
上
昇
し

た
が
、
①
の
地
区
で
は
、
収
穫
量
そ
の
も
の
が
減
少
し
た
た
め
に
、
結
果
と

し
て
、
支
払
額
は
従
来
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
か
、
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
氷
河
進
出
が
近
隣
住
民
に
与
え
た
心
理
的
影
響
も
心
性
史
研
究
の

対
象
と
し
て
興
味
深
い
が
、
具
体
的
な
的
成
果
は
今
後
で
あ
る
。
例
え
ば
、

氷
河
進
出
を
神
の
罰
と
考
え
た
住
民
は
、
し
ば
し
ば
、
神
の
慈
悲
を
求
め
る

宗
教
行
事
を
行
っ
た
。

　
フ
ェ
イ
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
コ
六
二
四
年
に
は
、
レ
・
ボ
ワ
の
氷
河
が

『
毎
日
、
マ
ス
カ
ッ
ト
銃
の
射
程
ほ
ど
前
進
し
、
八
月
で
す
ら
進
み
続
け

た
。
』
そ
し
て
、
人
々
は
、
キ
リ
ス
ト
昇
天
祭
り
の
と
き
に
、
厳
粛
に
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

行
列
を
行
い
、
氷
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
神
に
祈
っ
た
。
」
と
い
う
。

　
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
に
よ
れ
ば
、
門
　
六
四
四
年
五
月
二
九
日
、
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
の
司
教
代
理
8
ゆ
9
昌
①
霞
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
．
サ
ル
0
無
暗
ω
号

の
巴
Φ
ω
は
、
シ
ャ
モ
ニ
の
代
表
団
の
訪
問
を
受
け
、
次
の
よ
う
に
告
げ
ら
れ

た
。
『
彼
ら
の
教
区
は
高
く
て
狭
い
山
中
の
谷
間
の
巨
大
な
氷
河
の
麓
に
あ

る
。
そ
の
氷
河
が
割
れ
て
、
村
に
落
ち
て
き
て
、
大
災
害
を
引
き
お
こ
し
た
。

彼
ら
は
、
家
や
財
産
を
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
危
険
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
彼
ら
の
犯
し
た
罪
を
罰
し
よ
う
と
す
る
神
の
思
し
召
し
に
よ
っ
て

起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
騙
司
教
代
理
は
援
助
を
約
束
し
、
一
六
四
四
年

六
月
は
じ
め
、
佐
民
お
よ
そ
三
百
人
の
行
列
を
従
え
て
、
『
レ
・
ボ
ワ
に
赴

い
た
。
村
の
上
に
は
、
村
を
完
全
に
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
巨
大
な
恐
ろ

し
い
氷
河
が
山
の
上
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
き
て
い
た
。
』
司
教
代
理
は
、
『
儀

式
に
の
っ
と
っ
て
、
荘
厳
に
駈
神
の
加
護
を
祈
っ
た
。
次
に
、
『
ア
ル
ジ
ャ

ン
テ
ィ
エ
！
ル
の
村
の
閻
近
の
氷
河
』
、
さ
ら
に
、
『
ル
・
ト
ゥ
ー
ル
δ

↓
○
霞
の
村
の
上
の
も
う
｝
つ
の
恐
ろ
し
い
氷
河
』
、
一
一
日
後
に
は
、
『
レ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ボ
ソ
ン
一
ω
ω
ゆ
。
沼
自
ω
の
四
つ
め
の
氷
河
』
に
祝
福
を
与
え
た
。

　
ま
た
、
フ
ェ
イ
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
六
八
○
年
以
降
、
氷
河
が
幾
ら
か
後

退
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
村
人
た
ち
は
、
年
老
い
て
司
教
代
理
を
す
で
に
引

退
し
て
い
た
シ
ャ
ル
ル
を
自
分
た
ち
の
費
用
で
再
び
招
い
て
、
迫
っ
て
い
た
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氷
河
が
八
十
歩
ほ
ど
後
退
し
た
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
こ
の

老
人
は
律
儀
に
村
を
訪
問
し
て
、
再
び
祈
り
を
唱
え
た
。
「
こ
れ
は
確
か
に

天
の
祝
福
だ
。
…
…
氷
河
は
こ
れ
ま
で
の
二
二
か
ら
八
分
の
一
リ
ー
グ
ほ
ど

後
退
し
、
今
ま
で
の
よ
う
な
大
混
乱
を
引
き
お
こ
す
こ
と
は
な
く
な
つ

⑪た
。
」
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
後
退
は
一
時
的
か
つ
僅
少
な
現
象
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
の
後
も
、
繰
り
返
し
氷
河
は
進
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）
　
テ
ム
ズ
川
の
凍
結

　
小
氷
期
に
な
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
を
流
れ
る
テ
ム
ズ
川
、
と
り
わ
け
ロ
ン
ド

ン
橋
の
下
流
側
は
、
頻
繁
に
、
ま
た
し
ば
し
ば
厚
く
凍
結
し
た
。
図
表
3
は
、

　
　
　
　
　
⑬

ラ
ム
の
デ
ー
タ
に
従
っ
て
筆
者
が
作
成
し
た
、
十
五
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
前

半
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
完
全
凍
結
し
た
冬
の
～
覧
で
あ
る
。
テ
ム
ズ
川
は
、

小
氷
期
以
前
に
は
ま
っ
た
く
凍
結
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
面
に

渡
っ
て
凍
結
し
た
冬
は
、
小
氷
期
が
は
じ
ま
っ
た
十
六
世
紀
後
半
以
降
、
特

に
十
七
世
紀
と
十
八
世
紀
に
群
を
抜
い
て
多
か
っ
た
。
な
お
、
図
表
3
に
よ

れ
ば
、
最
後
の
完
全
凍
結
は
小
氷
期
が
終
わ
る
一
八
＝
二
・
～
四
年
の
冬
で

あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
時
期
を
同
じ
く
す
る
一
八
二
五
年
ご
ろ
、
多
く
の
橋
げ

た
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
水
流
を
緩
め
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
橋
が
、
・
橋
げ
た
の

少
な
い
新
し
い
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
川
の
流
れ
が
速
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

っ
て
、
凍
結
し
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
考
え
も
あ
る
。

図衰3　ロンドン・テムズ川の完全凍結

完全凍結した冬

1407／8．　1434／35

1505／06．　1513／14．　1536／37

1564／95．　1594／95

1607／08．　！620／21．　1634f35

1654／55．　1662／63．　1665／66．

ユ708／09、　1715／ユ6、　1740／4ユ

！775／76．　1794／95

18ユ3／14

　　王648／49

　1676／77s　1683／84s　1694／95

，

期間

15世紀前半

15世紀後半

16世紀前半

16世紀後半

17世紀前半

17世紀後半

18世紀前半

18世紀後半

19世紀前半

　　　　　　　図表3　ロンドン・テムズ川の完全凍結
（H．H．　Lamb，　Climate　：　Pi’esent，　Past　and　Future，　1977，　vol，　2，

pp，570－571を元に筆者作成。）

　
十
七
、
十
八
世
紀
に
は
、
か
な
り
厚
く
凍
っ
た
よ
う
で
、
氷
上
が
散
歩
道

に
な
り
、
多
く
の
露
店
が
立
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
様
子
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
て
は
多
く
の
絵
画
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
日
記
文
学
作
者
の

ピ
ー
プ
ス
ω
．
℃
Φ
写
。
。
や
イ
ー
ヴ
リ
ン
旨
穿
く
Φ
ぞ
⇒
に
、
凍
結
時
の
民
衆
生

活
史
的
な
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
以
下
に
、
そ
の
一
部
を
引
用
し
て
お
く
。
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気候は歴史学研究の分析要因となりうるか？（永田）

し
か
し
、
テ
ム
ズ
川
の
凍
結
が
歴
史
事
象
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ

た
か
の
解
釈
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
6
今
　
六
〇
七
・
○
八
年
の
冬
に
は
、
氷
上
を
歩
き
ま
わ
れ
る
ほ
ど
厚
く
凍

っ
た
。
作
者
不
明
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
文
書
『
大
寒
気
：
ロ
ン
ド
ン
の
寒
さ
の

実
情
嚇
に
よ
れ
ば
、
｝
月
に
は
、
「
…
…
［
テ
ム
ズ
］
川
は
、
…
…
び
く
び

く
し
な
い
で
歩
け
る
小
道
と
な
っ
て
い
る
…
…
［
夏
に
、
渡
し
］
舟
に
乗
っ

て
い
る
と
き
は
、
［
舟
が
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
］
お
ぼ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
青
ざ
め
て
い
た
ご
婦
人
方
も
、
今
は
、
自
宅
の
客
間
に
い
る
の
と
同
様
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

安
心
し
て
、
こ
こ
を
歩
き
回
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
…
…
偏

　
働
イ
ギ
リ
ス
の
初
等
教
育
の
教
科
書
に
も
記
載
さ
れ
、
国
民
的
な
知
識
と

も
な
っ
て
い
る
　
六
六
五
・
六
六
年
の
冬
の
最
も
有
名
な
凍
結
に
つ
い
て
、

ピ
ー
プ
ス
の
日
記
は
、
「
…
…
舟
で
家
に
帰
っ
た
の
だ
が
、
［
テ
ム
ズ
］
川
が

氷
で
一
杯
に
な
り
は
じ
め
た
の
で
、
私
は
少
々
こ
わ
く
な
っ
て
し
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
。
し
と
書
い
て
い
る
。

　
⑯
イ
ー
ヴ
リ
ン
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
六
八
三
・
八
四
年
ご
ろ
に
は
、
毎

冬
の
よ
う
に
、
氷
上
に
散
歩
道
が
で
き
、
多
く
の
露
店
が
立
っ
た
。
「
テ
ム

ズ
川
の
氷
上
に
、
小
屋
、
屋
台
が
で
き
て
、
通
り
が
で
き
た
。
あ
る
入
は
、

印
棚
機
を
、
小
屋
に
持
っ
て
き
て
、
一
望
六
ペ
ン
ス
で
、
氏
名
、
年
月
日
、

『
テ
ム
ズ
川
印
刷
所
』
と
印
刷
し
た
紙
を
作
り
、
一
日
に
五
ポ
ン
ド
稼
ぐ
こ

と
が
で
き
爆
・
」

　
テ
ム
ズ
川
の
氷
上
市
は
、
小
氷
期
も
終
わ
る
こ
ろ
の
一
八
一
三
・
一
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
冬
が
最
後
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
一
八
二
〇
年
一
月
半
ば
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

五
フ
ィ
ー
ト
の
厚
さ
に
凍
り
、
人
々
は
、
川
を
歩
い
て
渡
っ
た
。
そ
し
て
、

繭
述
の
よ
う
に
、
橋
げ
た
の
少
な
い
新
ロ
ン
ド
ン
橋
の
建
設
と
時
を
あ
わ
せ

た
十
九
世
紀
後
半
以
降
、
テ
ム
ズ
川
を
歩
い
て
渡
る
こ
と
は
過
虫
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

①
ω
ご
ト
。
O
。
日
ρ
。
。
お
O
卜
⊃
と
し
て
計
算
。
二
〇
度
の
勾
配
は
、
ま
の
あ
た
り
に
す
る
と

　
か
な
り
の
傾
斜
面
で
あ
る
。

②
本
論
で
取
り
上
げ
る
シ
ャ
モ
ニ
の
谷
の
諸
氷
河
の
他
に
、
グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル

　
ト
O
高
望
巴
ξ
匙
餌
の
近
く
に
は
、
下
氷
河
q
導
Φ
お
「
○
聾
ω
畠
頸
、
上
氷
河

　
O
げ
9
霞
O
蚕
ω
。
冨
H
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
氷
河
が
あ
る
。
一
六
〇
〇
年
以
降
、
と

　
り
わ
け
下
氷
河
が
村
落
の
す
ぐ
近
く
ま
で
押
し
寄
せ
、
牧
草
地
を
覆
い
、
複
数
の

　
家
屋
を
破
壊
し
た
。
ま
た
、
下
氷
河
の
谷
近
く
に
あ
っ
た
聖
ペ
ト
ロ
ネ
ー
ル
礼
拝

　
堂
囚
巷
亀
①
ω
ρ
勺
Φ
嘗
。
器
罵
は
氷
河
の
下
に
な
り
、
晴
れ
た
日
に
は
、
氷
を
通

　
し
て
そ
の
建
物
が
見
え
た
と
い
う
。
筆
者
の
体
験
に
よ
れ
ば
、
今
日
、
礼
拝
堂
跡

　
か
ら
氷
河
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
、
氷
河
の
後
退
を
祈
願
す

　
る
宗
教
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
ヴ
に
よ
れ
ば
、
下
氷
河
の
先
端
の
高
度

　
は
、
小
氷
期
初
期
の
一
六
〇
〇
年
ご
ろ
に
は
一
八
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、

　
一
七
〇
〇
年
に
は
、
一
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
ま
で
下
降
し
た
と
い
う
。
グ
リ
ン

　
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
の
高
度
が
ち
ょ
う
ど
一
学
年
〇
メ
ー
ト
ル
を
少
し
越
え
て
い
る
。

　
（
回
ζ
■
曾
。
く
p
に
ミ
鴨
詩
馬
出
鷺
山
㌔
》
、
ミ
§
馬
§
蹴
§
譜
ミ
b
一
り
○
。
○
。
響
く
。
一
．
目
”

　
唱
淘
お
…
鈴
木
秀
夫
『
気
候
変
化
と
人
間
隔
原
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
二
四
頁
。

　
ま
た
、
い
Φ
菊
。
団
ピ
跳
巨
ρ
勢
§
鳶
お
よ
び
じ
d
■
閃
四
α
q
p
P
§
馬
い
ミ
隷
ミ
》
繋

　
b
σ
O
O
O
の
各
所
の
該
当
叙
述
を
参
照
。
）
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ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
N
Φ
§
p
球
の
上
方
に
あ
る
ゴ
ル
ナ
ー
氷
河
O
o
庁
㊦
H
9
①
房
畠
曾

　
は
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
襲
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
現
在
よ
り
も
ず
っ
と
近
く
ま

　
で
進
出
し
て
い
た
。
ス
ロ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
氷
河
の
先
端
は
高
度
二
三
九

　
八
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
す
で
に
小
氷
河
期
も
遠
の
い
た
一
八
六
〇
年

　
の
時
点
で
も
、
高
度
　
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
フ
ー
リ
悶
¢
ユ
付
近
に
あ
っ
た
。

　
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
も
、
独
自
の
体
験
的
調
査
に
よ
り
、
同
じ
見
解
を
提
示
し

　
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
彼
の
調
査
（
そ
し
て
、
筆
者
の
追
体
験
）
に
よ
れ
ば
、

　
フ
ー
リ
か
ら
現
在
の
氷
温
ま
で
、
歩
い
て
一
時
間
の
道
の
り
で
あ
り
、
今
日
、

　
フ
ー
リ
か
ら
、
氷
河
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
鴻
．
四
ω
♂
四
戸
O
S
蔓
ら
ミ

　
Q
貸
§
ぽ
簿
8
§
、
§
ミ
ひ
ト
っ
0
8
甲
唱
O
．
ω
伊
巽
．
一
ピ
Φ
男
。
く
じ
撒
餌
嵩
Φ
噌
ミ
偽
§
溝

　
く
。
一
．
一
も
■
卜
⊃
畦
■
）

　
　
フ
ェ
ル
ナ
…
ク
ト
＜
Φ
讐
餌
α
q
件
（
フ
ェ
ル
ナ
ー
ゴ
＜
Φ
円
山
α
q
o
）
の
氷
河
は
、
十
七

　
世
紀
の
後
半
、
進
出
し
て
大
き
な
谷
を
流
れ
る
河
を
せ
き
止
め
、
湖
を
作
っ
た
。

　
そ
し
て
、
し
ば
し
ば
、
氷
河
の
堰
が
崩
れ
て
、
下
方
の
集
落
は
突
然
の
洪
水
に
見

　
舞
わ
れ
た
。
（
旨
ζ
「
O
δ
く
P
愚
．
鳥
赴
ワ
一
G
。
刈
一
ピ
Φ
”
o
《
ピ
簿
曾
艮
ρ
睾
§
糞

　
く
。
護
も
b
■
卜
。
一
一
－
卜
⊃
一
ω
．
）

　
　
フ
ル
カ
峠
O
。
一
号
『
哨
竃
訂
近
く
の
ロ
ー
ヌ
氷
河
σ
q
鍔
9
費
α
¢
渕
ま
諾
の

　
進
出
と
後
退
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
氷
河
に
関
し
て
は
、
多

　
く
の
比
較
す
べ
き
絵
画
と
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
（
ピ
曽
ヨ
ダ
Ω
§
驚
く
。
一
．
卜
。
w

　
署
．
一
ト
。
O
山
卜
⊃
合
ビ
①
幻
丸
払
巴
仁
H
博
ρ
§
§
羨
く
。
一
「
一
甲
屋
b
O
O
幽
8
．
）

③
U
Φ
園
2
い
巴
巴
p
§
§
§
鳴
帥
σ
q
貴
§
ミ
㌔
沸
［
2
号
’
ミ

④
シ
ャ
モ
ニ
の
諸
氷
河
に
つ
い
て
、
小
氷
期
直
後
と
現
代
と
の
対
比
を
示
す
図
像

　
は
多
い
が
、
著
作
権
上
の
問
題
も
あ
り
省
略
す
る
。
例
え
ば
、
当
地
の
ア
ル
ジ
ャ

　
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
氷
河
の
一
八
五
〇
年
ご
ろ
と
一
九
六
六
年
を
比
較
さ
せ
る
対
比
図

　
は
、
諺
．
ψ
竃
。
ロ
ぎ
節
巳
楓
’
》
．
ω
置
。
・
帥
障
。
＜
▼
掬
8
識
亀
肉
奪
ミ
§
一
〇
刈
④
一
じ
Φ
幻
。
鴫

　
ピ
践
巨
ρ
ミ
偽
§
基
く
。
一
』
Ψ
唱
℃
6
0
よ
一
を
は
じ
め
、
多
く
の
文
献
に
掲
載
さ
れ

　
て
い
る
。
な
お
、
小
氷
期
以
前
そ
し
て
小
氷
期
頂
上
期
の
図
像
は
寡
聞
に
し
て
知

　
ら
な
い
。
当
時
の
シ
ャ
モ
ニ
は
ア
ル
プ
ス
山
奥
の
一
寒
村
で
あ
り
、
ま
た
都
会
人

　
の
ロ
マ
ン
主
義
嗜
好
が
芽
生
え
る
以
前
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る

　
の
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
、
上
述
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
薯
〔
．
で
あ
る
小
野
有

　
五
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
を
中
心
と
し
た
小
氷
期
の
氷
河
前
進
と
気
候
変

　
化
扁
を
参
照
。
な
お
、
小
氷
期
の
氷
河
が
作
り
出
し
た
よ
り
も
以
前
の
地
形
復
元

　
は
、
氷
河
学
と
し
て
も
基
本
的
に
不
可
能
だ
と
い
う
。

⑤
E
・
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
、
樺
山
紘
一
他
訳
噸
新
し
い
歴
史
』
新
評
論
、
一

　
九
八
○
年
、
一
〇
〇
頁
以
降
。
（
原
著
円
’
び
①
幻
。
冤
い
巴
露
識
ρ
ト
ミ
箋
、
ぎ
執
ミ
寒

　
』
§
詮
ミ
凡
§
毛
脚
Φ
刈
○
。
は
筆
者
未
見
。
）

⑥
び
①
幻
。
罵
U
巴
霞
四
隣
§
穿
く
。
ピ
押
署
■
霜
珍
話
ω
．
（
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ

　
リ
噸
気
候
の
歴
史
騙
一
九
〇
ペ
ー
ジ
）
に
引
用
さ
れ
た
郎
、
ら
ミ
q
題
S
ミ
ミ
§
ミ
跨

　
譜
Q
ざ
ミ
ミ
賦
聴
の
～
六
〇
五
年
の
記
述
。

⑦
び
①
菊
昌
ピ
践
邑
P
ミ
砺
§
溝
く
。
ピ
ド
旭
■
卜
。
昏
。
ρ
（
ル
・
ロ
ワ
．
ラ
デ
ュ
リ
門
気

　
候
の
歴
史
』
二
三
一
頁
以
降
）
に
引
用
さ
れ
た
涛
§
ミ
憂
ぎ
褻
寒
§
ミ
題
の
記

　
述
。

⑧
ピ
Φ
男
畠
ピ
銑
鼠
P
§
§
糞
く
。
ご
も
b
O
①
．
（
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
欄
気

　
候
の
歴
史
隔
二
＝
二
頁
以
降
。
）

⑨
評
α
q
磐
一
号
．
§
も
．
お
。
。
．
「
マ
ス
カ
ッ
ト
銃
の
射
程
」
と
い
う
表
現
は
、
当
時

　
の
銃
の
性
能
を
考
え
て
も
、
誇
張
で
あ
ろ
う
。

⑩
い
⑦
円
畠
ピ
註
践
①
▼
§
§
羨
く
。
ζ
も
．
器
N
・
（
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
『
気

　
候
の
歴
史
瞼
二
三
二
頁
。
）

⑪
評
σ
q
舞
愚
．
§
も
μ
卜
。
0
■

⑫
ピ
①
円
篭
目
註
霞
芦
睾
§
瞬
く
。
鉱
も
．
静
劇
■
（
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
『
気

　
候
の
歴
史
』
二
三
五
頁
。
）
小
氷
期
と
い
え
ど
も
、
毎
年
あ
る
い
は
数
年
間
単
位

　
の
気
候
変
化
は
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
宗
教
儀
式
に
招
か
れ
た
後
に
暖

　
か
め
の
年
が
訪
れ
た
場
合
、
そ
の
儀
式
を
・
王
催
し
た
聖
職
者
の
評
価
が
上
が
っ
た

　
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
第
三
章
、
第
四
章
で
言
及
す
る
よ
う
に
、
小
氷
期
の
気
温
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に
つ
い
て
の
年
単
位
で
の
デ
ー
タ
作
成
は
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。

⑬
い
竃
ダ
9
ミ
霜
童
く
。
岡
■
卜
。
も
勺
■
㎝
『
O
ム
謬
■

⑭
R
・
J
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
＆
M
・
D
・
リ
…
ス
、
松
村
越
訳
冒
ン
ド
ン
庶
民

　
生
活
史
撫
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
一
年
、
一
一
二
頁
。
（
原
著
円
こ
．
竃
一
8
訂
嵩

　
卿
竃
■
U
昌
ピ
Φ
巻
w
』
ミ
§
遷
駄
卜
§
§
謡
卜
欝
｝
O
㎝
o
。
は
、
筆
者
未
見
。
）
な
お
、

　
即
ピ
讐
蕃
β
§
鳴
ミ
器
壁
織
鷺
賊
書
賜
M
一
⑩
刈
G
。
も
9
一
8
－
同
O
①
に
旧
い
ロ
ン
ド
ン
橋

　
の
絵
画
が
あ
る
。

⑮
い
辻
三
ρ
Q
§
ミ
9
＜
o
記
も
‘
Q
。
o
Q
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
＆
リ
ー
ス
、
前
掲
書
の
巻
頭

　
口
絵
な
ど
を
参
照
。
著
作
権
上
の
問
題
に
よ
り
、
本
論
で
は
省
略
す
る
。

⑯
ミ
ッ
チ
ェ
ル
＆
リ
ー
ス
、
前
掲
替
、
＝
二
頁
。
な
お
、
ラ
ム
に
よ
れ
ば
、

　
十
六
世
紀
末
以
降
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
、
バ
ル
ト
海
周
辺
で
は
、
気
圧
配
置
の
関
係

　
で
、
寒
冷
、
洪
水
、
暴
風
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
（
イ
ン
グ

　
ラ
ン
ド
王
）
が
、
デ
ン
マ
…
ク
盲
嚢
に
赴
い
て
思
わ
ぬ
大
暴
風
雨
に
出
会
っ
た
の

　
が
｝
五
九
〇
年
、
そ
れ
を
契
機
の
ひ
と
つ
と
し
て
『
悪
魔
学
』
O
Φ
讐
o
p
o
図
。
α
q
《
を

　
著
し
た
の
が
一
五
九
七
年
で
あ
っ
た
。
Ω
■
U
麟
ヨ
ダ
き
ミ
ぴ
ミ
ゼ
署
■
刈
O
－
一
⑩
ω
．

⑰
い
讐
阿
鼻
号
聾
も
湯
O
心
．
な
お
、
ピ
ー
プ
ス
の
原
著
即
冒
魯
ご
ヨ
卸
≦
．

　
ζ
餌
チ
Φ
≦
ω
（
巴
．
γ
§
恥
b
§
ゼ
二
二
ミ
黛
魁
§
酔
一
一
く
9
ρ
一
㊤
刈
O
、
お
よ
び
、
そ

　
の
邦
訳
S
・
ピ
ー
プ
ス
、
自
田
昭
訳
『
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ピ
ー
プ
ス
の
日
記
』
国

　
文
社
、
一
九
九
〇
年
は
、
筆
者
未
見
。
ま
た
、
桜
井
邦
朋
『
太
陽
黒
点
が
語
る
文

　
明
史
』
中
公
新
書
八
四
五
、
㎜
九
八
七
年
、
四
九
頁
も
参
照
。

⑱
閃
麟
α
q
餌
P
魯
ミ
も
．
お
N
．
ミ
ッ
チ
ェ
ル
＆
リ
ー
ス
、
前
掲
書
、
＝
二
頁
。

⑲
同
箇
所
。

⑳
同
箇
所
。

3

気
候
が
有
力
要
因
と
考
え
ら
れ
る
事
象

（
一
）
　
ブ
ド
ウ
栽
培
の
不
調

　
商
業
的
な
ブ
ド
ウ
収
穫
量
あ
る
い
は
ワ
イ
ン
醸
造
量
の
変
動
は
、
気
候
変

動
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
反
応
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
相
当
程
度
に
説

明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
関
連
す
る
基
礎
知
識
を
確
認
す
る
。
～
つ
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、

年
平
均
気
温
が
一
℃
下
が
る
と
、
植
物
の
生
育
可
能
期
間
は
三
、
四
週
間
、

短
く
な
り
、
ま
た
、
作
物
の
生
育
可
能
高
度
は
五
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
低
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
い
う
作
物
学
の
知
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
　
ヶ
月
近
く
早
い
収
穫
の
必
要
、

そ
し
て
、
丘
陵
地
帯
に
お
け
る
耕
作
地
の
高
度
方
向
の
長
さ
一
～
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
減
少
を
意
味
し
て
い
る
。
次
に
、
ブ
ド
ウ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

人
々
の
ほ
と
ん
ど
生
活
必
需
品
で
あ
る
ワ
イ
ン
の
原
料
で
あ
る
一
方
、
本
来
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ア
ル
プ
ス
の
北
側
に
自
然
に
生
育
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
。

ブ
ド
ウ
は
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
北
進
と
と
も
に
、
ア
ル
プ
ス
以
北
で
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
地
方
は
、
基
本
的
に
栽
培
北
限
を
越
え
て

お
り
、
従
っ
て
、
容
易
に
気
候
寒
冷
化
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
ら
の
条
件
は
、
日
本
に
お
け
る
米
作
の
そ
れ
ら
と
同
じ
と
言
う
こ
と
も

で
き
よ
う
。
ま
た
、
ブ
ド
ウ
の
不
作
は
、
収
穫
前
の
夏
の
寒
さ
だ
け
で
な
く
、
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図表4　商業的ブドー栽培の北限

（筆者作成。本章註⑤を参照。）

六
月
開
花
期
の
長
雨
、
春
の
遅
霜
、
冬
の
寒
さ
、
さ
ら
に
は
、
前
年
ま
で
の

そ
れ
ら
に
も
あ
る
程
度
、
影
響
さ
れ
る
。
特
に
、
冬
季
の
霜
に
樹
木
の
地
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

部
分
が
被
害
を
受
け
る
と
、
回
復
に
三
、
四
年
か
か
っ
た
と
い
う
。

　
本
項
は
、
ラ
ム
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
！
、
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
、
田

　
　
　
　
　
　
④

上
善
夫
の
諸
研
究
を
主
要
な
典
拠
と
し
な
が
ら
、
小
氷
期
が
ブ
ド
ウ
栽
培
に

与
え
た
影
響
を
概
観
す
る
。
そ
れ
は
、
さ
し
あ
た
り
、
生
活
史
そ
し
て
経
済

史
的
な
問
題
関
心
で
あ
る
。

　
図
表
4
は
、
諸
文
献
の
記
述
を
も
と
に
、
筆
者
が
ま
と
め
た
各
時
期
の
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

業
的
ブ
ド
ウ
栽
培
の
北
限
で
あ
る
。
図
を
承
認
す
る
か
ぎ
り
、
ブ
ド
ウ
栽
培

は
、
古
代
末
期
か
ら
北
進
を
続
け
、
十
二
世
紀
の
中
世
温
暖
期
の
頂
上
期
に
、

北
海
と
バ
ル
ト
海
の
沿
岸
に
ま
で
達
し
た
が
、
十
六
世
紀
後
半
の
小
氷
期
に

入
り
、
幾
ら
か
南
下
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
紀
元
前
一
世
紀
に
、
ガ
リ
ア
南
部
で
の
栽
培
が
、
紀
元
一
世

紀
に
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
、
ボ
ル
ド
ー
近
辺
、
そ
し
て
、
南
チ
ロ
ル
、
南
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

イ
ス
で
の
栽
培
が
は
じ
ま
っ
た
。
二
世
紀
に
は
、
ラ
イ
ン
・
モ
ー
ゼ
ル
地
方
、

三
世
紀
中
に
、
パ
リ
近
辺
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
、
フ
ラ
ン
ド
ル
、
そ
し
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ト
カ
イ
地
域
の
栽
培
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ロ
ー

マ
帝
国
の
版
図
拡
大
と
符
合
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
な
ど
に

よ
る
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
浸
透
政
策
に
伴
っ
て
、
十
世
紀
に
、
テ
ユ
ー
リ
ン

ゲ
ン
、
十
一
世
紀
に
、
エ
ル
ベ
河
畔
・
、
十
二
世
紀
に
は
、
ポ
ン
メ
ル
ン
、
イ
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良好な収穫量

96

80 一．、　「訓　　＿

70

@
　
6
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5
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4
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2
0
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劣悪な収穫量900　1000　1100　1200　1300　1400　1500　1600　1700　1800　1900（年）

　　　　　　　　　　　図表5　西南ドイツ・バーゲンにおけるワイン醸造
　（H．H．　Lamb，　Climate　：　Pt’esent，　Past　and　Futui’e，1977，　vol．2，　p245より修正の上、転載。）

ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で
も
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
小
氷
期
到

来
の
十
六
世
紀
後
半
以
来
、
北
限
線
は
南
下
し
た
。
田
上
に
よ
れ
ば
、
「
中

世
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
ブ
ド
ウ
園
が
広
く
展
開
し
て
い
た
。
…
…
し

か
し
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
、
ブ
ド
ウ
園
は
広
域
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
っ
て
大
き
く
南
方
に
後
退
し
て
い
っ
た
。
」
ま
た
、
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
か
ら
、
主
だ
っ
た
ブ
ド
ウ
園
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
…
…
十

六
世
紀
に
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
、
ピ
カ
ル
デ
ィ
！
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
、
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ノ
ー
で
も
ブ
ド
ウ
園
は
な
く
な
っ
た
。
扁

　
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
栽
培
可
能
地
域
で
も
収
穫
は
不
調
に
な
っ
た
。
同

じ
く
田
上
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
ブ
ド
ウ
園
は
、
十
六
世
紀
前
半
の
三
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
、
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
す
る

と
と
も
に
、
品
質
は
低
い
が
劣
悪
環
境
に
強
い
品
種
が
主
力
に
な
っ
て
い
っ

⑨た
。
ま
た
、
「
ア
ル
ザ
ス
で
は
、
・
…
・
↓
五
七
〇
年
代
に
低
迷
が
は
じ
ま
っ

た
。
十
六
世
紀
は
じ
め
に
は
、
収
穫
の
遅
い
ミ
ュ
ス
カ
ヨ
霧
。
象
が
栽
培
さ

れ
て
い
た
が
、
ピ
ノ
・
グ
リ
讐
⇔
9
α
Q
冨
な
ど
、
収
穫
の
早
い
も
の
に
代
わ

　
⑩つ

た
」
と
い
う
。
ま
た
、
十
六
世
紀
後
半
の
ブ
ド
ウ
栽
培
悪
化
に
つ
い
て
、

ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
＝
四
五
三
年
か
ら

…
五
五
二
年
の
聞
は
、
ひ
と
か
た
ま
り
と
し
て
み
て
も
、
十
年
ご
と
に
み
て

も
、
平
均
し
て
、
ド
イ
ツ
産
ワ
イ
ン
が
良
好
な
期
間
で
あ
る
。
（
こ
の
こ
と

は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
神
々
の
愛
で
し
世
紀
の
間
で
も
、
個
別
に
み
れ
ば
、
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何
年
か
は
、
す
っ
ぱ
く
酸
味
の
強
い
ワ
イ
ン
の
生
産
年
で
あ
る
こ
と
を
、
さ

ま
た
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
）
反
対
に
、
今
、
カ
ッ
コ
の
中
で
行
っ
た
の
と

逆
の
注
意
を
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
一
五
五

三
・
六
二
年
号
ら
～
五
九
三
・
＝
ハ
〇
二
年
に
至
る
五
つ
の
十
年
間
は
、
平

均
し
て
、
ま
っ
た
く
ひ
ど
い
酸
味
の
強
い
ワ
イ
ン
の
年
代
で
あ
る
と
い
う
特

徴
を
も
つ
。
問
題
の
ド
イ
ツ
の
ブ
ド
ウ
栽
培
が
、
血
訓
説
的
に
、
周
辺
的
か
つ

北
限
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
め
っ
た
に
多
す
ぎ
る
こ
と
が
な
く
、

し
ば
し
ば
不
足
が
ち
な
日
照
時
間
に
対
し
て
、
極
め
て
敏
感
で
、
そ
れ
が
は

っ
き
り
記
録
に
出
て
く
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
だ
け
に
、
一
層
、
百
年
に
わ

た
る
こ
の
ラ
イ
ン
川
の
向
こ
う
側
の
時
系
列
が
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
の
点
に
お
い
て
整
合
的
な
の
で
あ
る
。
」

　
ブ
ド
ウ
収
穫
量
あ
る
い
は
ワ
イ
ン
醸
造
量
の
定
量
的
デ
ー
タ
を
探
し
て
み

る
と
、
十
六
世
紀
後
半
以
降
に
関
す
る
そ
れ
は
数
多
い
が
、
そ
れ
以
前
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
て
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
な
い
。
図
表
5
は
、
大
ま
か
な
ス
ケ
ー
ル
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
が
、
中
世
温
暖
期
か
ら
小
氷
期
末
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
希
少
な
例
で
あ
る
。

図
表
5
は
、
基
本
的
に
、
上
述
の
記
述
を
裏
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
申

世
温
暖
期
を
頂
点
と
し
て
、
良
好
な
ワ
イ
ン
醸
造
量
の
時
期
が
（
こ
の
数
百

年
間
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
量
不
足
の
感
が
否
め
な
い
と
し
て
も
）
長
く
続
い

た
が
、
～
五
五
〇
年
ご
ろ
の
小
氷
期
の
到
来
と
と
も
に
、
そ
れ
は
悪
化
し
て

い
る
。
少
な
く
と
も
、
小
氷
期
の
は
じ
ま
り
の
前
後
一
世
紀
余
り
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
田
上
や
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
の
主
張
に
首
肯
せ
ざ
る
を
え
な

い
。

　
し
か
し
、
疑
問
符
を
付
け
た
い
の
は
、
そ
の
後
の
動
向
で
あ
る
。
図
表
5

を
素
朴
に
見
る
場
合
、
十
七
書
紀
後
半
以
降
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
ブ
ド
ウ
栽
培
あ
る
い
は
ワ
イ
ン
醸
造
の
危
機
と
決
め
付
け
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
十
七
世
紀
後
半
以
降
、
劣
悪
な
収
穫

の
年
が
多
い
が
、
意
外
に
良
好
な
収
穫
の
年
も
少
な
く
な
い
。
上
述
の
よ
う

に
、
小
氷
期
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
ブ
ド
ウ
収
穫
時
期
、
ワ
イ
ン
生
産
蚤
、

そ
の
収
益
な
ど
を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ
は
枚
挙
に
暇
な
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、
十
六
世
紀
後
半
の
ワ
イ
ン
醸
造
業
の
危
機
を
示
し
て
い
て
も
、
十
七
世

紀
後
半
以
降
に
つ
い
て
、
全
体
的
に
は
、
ひ
と
ま
ず
の
回
復
傾
向
さ
え
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
気
温
変
動
の
自
然
科
学
研
究
を
無
視

し
て
、
こ
の
時
期
が
暖
か
か
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
、

考
え
ら
れ
る
の
は
、
ブ
ド
ウ
の
品
種
改
良
や
栽
培
方
法
改
良
、
ワ
イ
ン
の
製

造
方
法
改
良
な
ど
、
気
候
寒
冷
化
に
対
抗
す
る
人
間
の
努
力
営
為
の
成
果
で

は
な
か
ろ
う
施
・
あ
る
い
は
・
ま
た
・
そ
の
際
・
「
飲
め
る
」
あ
る
い
は

「
悪
く
は
な
い
」
ワ
イ
ン
の
代
替
品
の
開
発
・
改
良
・
普
及
も
あ
り
う
る
。

　
全
く
の
状
況
証
拠
で
あ
る
が
、
田
上
が
挙
げ
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
例

と
考
え
う
る
事
象
は
少
な
く
な
い
。
十
六
世
紀
末
に
な
る
と
、
南
フ
ラ
ン
ス

で
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
生
産
量
が
急
増
し
て
い
る
。
ボ
ル
ド
ー
近
く
の
う
・
ロ
シ
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エ
ル
か
ら
出
荷
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
デ
ー
は
、
一
六
一
七
年
に
は
二
一

〇
樽
で
あ
っ
た
が
、
一
六
四
〇
年
以
降
に
は
三
〇
〇
〇
樽
を
越
え

⑯た
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
、
コ
ニ
ャ
ッ
ク
地
域
で
は
、
本
来
は
安
価

ワ
イ
ン
用
で
あ
る
が
、
寒
さ
や
病
気
に
強
く
、
栽
培
容
易
な
品
種

プ
テ
ィ
・
ヴ
ァ
ン
唱
Φ
§
＜
ぢ
を
用
い
て
高
級
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
製
造

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
製
造
方
法
は
、
二
世
の
間

に
イ
ス
ラ
ム
世
界
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
普
及
は
ち
ょ
う
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

こ
の
時
期
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
十
七
世
紀
末
に
、
北
フ
ラ
ン

ス
で
シ
ャ
ン
パ
ン
の
製
造
方
法
が
確
立
さ
れ
、
普
及
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
そ
の
製
造
技
術
は
、
修
道
士
の
名
社
氏
ド
ン
・

ペ
リ
ニ
ョ
ン
∪
。
口
℃
豊
σ
q
⇒
。
昌
の
発
明
と
し
て
、
伝
説
化
さ
れ
て

　
⑱

い
る
。
シ
ャ
ン
パ
ン
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
安
価
ワ
イ
ン
用
だ

が
、
寒
さ
や
病
気
に
強
い
品
種
を
用
い
る
と
い
う
。
少
し
遅
れ
る

が
、
十
八
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
で
、
今
日
の
ワ
イ
ン
の
主
要
ジ
ャ

ン
ル
で
あ
る
シ
ユ
ペ
ー
ト
レ
ー
ゼ
ω
築
け
｝
霧
Φ
の
製
造
方
法
が
確
立

　
　
　
⑲

し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
～
七
七
五
年
の
秋
、
ラ
イ
ン
ガ
ウ
の
ヨ
ハ

ニ
ス
ベ
ル
ク
修
道
院
囚
｝
o
し
。
8
H
志
げ
p
p
巳
ω
げ
卑
σ
q
の
ブ
ド
ウ
園
に
お

け
る
偶
然
の
所
産
と
し
て
伝
説
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
以

前
、
十
七
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
、
ラ
イ
ン
・
モ
ー
ゼ
ル
地
域
、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
、
ス
イ
ス
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
を
高
く
、
か
つ
、
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甘
み
を
増
や
す
た
め
に
、
「
遅
摘
み
」
の
傾
向
が
進
ん
で
い
た
。
そ
の
行
き

着
く
と
こ
ろ
が
、
貴
腐
ワ
イ
ン
℃
o
霞
陣
窪
お
8
窪
ゆ
（
日
6
爵
①
筈
Φ
霞
窪
》
諺
匡

8
し
・
Φ
）
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
ワ
イ
ン
の
代
替
晶
の
代
表
は
、
ビ
ー
ル
で
あ
る
。
十
六
世
紀
の

ド
イ
ツ
で
は
、
ビ
ー
ル
の
品
質
改
良
技
術
の
普
及
と
そ
の
生
産
量
が
増
大
し

た
。
図
表
6
は
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
作
成
し
た
、
一
五
八
○
年
か
ら

一
六
〇
〇
年
ま
で
に
時
期
を
対
象
と
し
た
ウ
ィ
ー
ン
市
救
貧
院
所
領
に
お
け

る
ワ
イ
ン
生
産
量
、
そ
の
卸
売
価
格
、
そ
の
小
売
価
格
、
そ
し
て
ビ
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
㊧

販
売
収
益
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
小
氷
期
の
は
じ
ま
り
前
後
に
あ
た
る
十

六
世
紀
中
ご
ろ
の
デ
ー
タ
が
欠
け
て
い
る
が
、
小
氷
期
の
期
間
内
で
も
、
短

期
的
に
と
り
わ
け
大
き
な
不
作
が
続
い
た
～
五
八
七
年
以
降
の
時
期
に
、
ワ

イ
ン
価
格
が
高
騰
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ー
ル
の
販
売
収
益
が
急
増
し
た
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
十
七
世
紀
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
北
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ラ
ン
ド
ル
、
北

ド
イ
ツ
で
、
リ
ン
ゴ
酒
（
シ
ー
ド
ル
、
カ
ル
ヴ
ア
ド
ス
、
ア
ッ
プ
フ
ェ
ル
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ア
イ
ン
）
が
普
及
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
リ
ン
ゴ
は
、
落
葉
広
葉

樹
林
気
候
帯
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
土
着
の
果
実
、
ブ
ド
ウ
よ
り
も
、
一
段
階
、
涼

し
い
気
候
を
好
む
果
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
ウ

ィ
ス
キ
ー
の
改
良
と
そ
の
技
術
普
及
が
進
ん
だ
こ
と
も
小
氷
期
の
気
候
と
関

係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

（
2
）
　
魔
女
狩
り
の
頻
発

　
周
知
の
よ
う
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
魔
女
狩
り
が
猫
獄
を
極
め
た

の
は
、
い
わ
ゆ
る
中
世
で
は
な
く
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
末
に
か

け
て
の
近
世
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
期
が
ち
ょ
う
ど
小
氷
期
と
重
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
寒
冷
な
気
候
と
魔
女
狩
り
の
因
果
関
係
に

つ
い
て
多
く
の
推
測
が
語
ら
れ
て
き
た
。
「
寒
冷
化
に
よ
る
（
農
業
）
生
産

力
の
低
下
が
〈
社
会
の
富
の
絶
対
量
〉
の
不
足
を
も
た
ら
し
た
、
結
果
、

人
々
の
生
活
が
悪
化
・
不
安
定
化
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
精
神
的
不
安
感

を
増
大
さ
せ
た
、
従
来
か
ら
、
魔
女
は
天
候
操
作
や
入
間
と
家
畜
の
病
気
誘

発
力
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
人
々
は
物
心
両
面
の
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

レ
ス
発
散
の
対
象
を
魔
女
に
向
け
た
扁
と
い
う
推
測
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
魔
女
に
関
す
る
諸
歴
史
学
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
魔
女
狩

り
は
「
社
会
的
事
件
」
で
あ
り
、
気
候
条
件
や
社
会
経
済
的
条
件
が
あ
る
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ベ
ル
に
達
し
た
な
ら
ば
、
必
ず
発
生
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
経
済
状
況
、
国

家
体
制
・
共
同
体
制
度
の
あ
り
方
、
事
件
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
有
無
な
ど
、

多
く
の
媒
介
要
因
と
そ
れ
ら
の
複
合
の
結
果
で
あ
り
、
ま
た
、
必
然
的
に
～

定
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
介
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
気
候
と
ワ
イ
ン
醸
造
の
場
合

よ
り
も
さ
ら
に
複
雑
か
つ
偶
発
的
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
シ
ョ
ニ
ユ
に
、

近
世
の
魔
女
狩
り
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。
門
お
お
よ
そ
の
と
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こ
ろ
、
穀
物
価
格
の
約
十
年
間
の
変
動
リ
ズ
ム
が
、
こ

こ
［
魔
女
狩
り
発
生
数
の
変
動
リ
ズ
ム
］
に
も
認
め
ら

れ
た
。
［
し
か
し
］
、
そ
れ
は
、
遍
く
緩
い
相
関
性
で
あ

り
、
さ
し
あ
た
り
、
大
し
た
も
の
を
期
待
し
て
は
な
ら

　
⑭

な
い
。
」
さ
ら
に
、
前
節
の
叙
述
か
ら
想
定
さ
れ
る
よ
う

に
、
穀
物
価
格
は
必
ず
し
も
気
候
変
動
に
連
動
す
る
わ

け
で
も
な
か
ろ
う
。
小
氷
期
の
寒
冷
な
気
候
と
魔
女
狩

り
の
多
発
の
相
関
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
実
証
的
な
レ

ベ
ル
に
は
程
遠
い
。

　
し
か
し
、
「
極
く
緩
い
相
関
性
」
を
示
す
デ
ー
タ
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
図
表
7
は
、

一
五
二
一
年
か
ら
一
六
二
五
年
に
至
る
時
期
に
つ
い
て
、

ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
よ
る
南
西
ド
イ
ツ
・
ヴ
ユ
ル

テ
ン
ベ
ル
ク
地
域
に
お
け
る
ブ
ド
ウ
収
穫
量
と
、
べ
ー

リ
ン
ガ
ー
に
よ
る
南
西
ド
イ
ツ
地
方
全
体
に
お
け
る
告

発
さ
れ
た
魔
女
数
お
よ
び
処
刑
さ
れ
た
魔
女
数
の
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

間
ご
と
の
変
動
を
重
ね
合
わ
せ
た
筆
者
の
試
み
で
あ
る
。

ω
ま
ず
、
小
氷
期
に
な
っ
て
魔
女
狩
り
が
増
大
し
た
と

い
う
長
期
的
か
つ
全
体
的
な
傾
向
は
確
認
で
き
よ
う
。

も
っ
と
も
、
小
氷
期
の
は
じ
ま
り
前
後
で
あ
る
十
六
世

231 （231）



紀
全
体
に
つ
い
て
は
、
一
年
あ
る
い
は
数
年
の
単
位
で
、
気
候
（
気
温
）
変

動
そ
の
も
の
と
魔
女
狩
り
数
の
変
動
を
関
連
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
小

氷
期
の
は
じ
ま
り
前
後
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
短
い
期
間
で
の
気
候
変
動

デ
ー
タ
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
十
六
世
紀
に
お
け
る

ブ
ド
ウ
収
穫
量
と
魔
女
狩
り
数
の
変
動
に
つ
い
て
も
、
前
者
の
デ
ー
タ
が
一

五
五
一
年
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
図
表
か
ら
の
直
接
的
な
確
定

は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
田
上
や
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
の
叙

述
を
認
め
る
な
ら
ば
、
魔
女
狩
り
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
十
六
世
紀

前
半
は
、
ま
だ
暖
か
く
、
ブ
ド
ウ
の
収
穫
も
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ω
次
に
、
小
氷
期
に
入
っ
て
か
ら
の
短
期
的
な
変
動
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
気

候
（
気
温
）
変
動
の
短
期
的
な
デ
ー
タ
の
欠
如
が
残
念
で
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
、
五
年
ご
と
で
区
切
る
か
ぎ
り
で
は
、
ブ
ド
ウ
収
穫
量
と
魔
女
狩
り
数

の
変
動
は
確
実
に
連
動
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ド
ウ
収
穫
量
の
減
少
に

対
応
し
て
魔
女
狩
り
数
が
増
大
し
、
ま
た
、
そ
の
逆
も
然
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
、
気
候

と
魔
女
狩
り
発
生
の
間
に
は
多
く
の
社
会
的
要
因
と
そ
の
複
合
関
係
そ
し
て

タ
イ
ム
ラ
グ
が
介
在
し
、
ま
た
、
ブ
ド
ウ
不
作
は
必
ず
し
も
～
年
間
だ
け
の

気
候
条
件
の
結
果
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
あ
る
～
平
な
い
し
は
数
年
闘
の
不
作
に
直
面
し
た
と
き
、

大
規
模
な
醸
造
所
は
前
年
ま
で
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
の
で
、
｝
～
二
年
間
は

販
売
量
を
滅
ら
す
こ
と
は
な
い
が
、
中
小
規
模
の
そ
れ
ら
は
「
毎
年
、
売
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

切
り
」
で
操
業
し
て
い
る
の
で
、
直
ち
に
経
営
危
機
に
陥
っ
た
と
い
う
社
会

経
済
的
な
事
情
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
異
な
る
研
究
者
の
異
な
る
分
野
の
ニ
デ
ー
タ
が
符
合

す
る
と
い
う
図
表
7
の
事
実
は
、
ひ
と
ま
ず
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
を
偶
然

と
す
べ
き
か
、
必
然
の
関
連
と
す
べ
き
か
の
検
証
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

①
空
日
魯
或
団
号
9
。
h
も
．
お
ρ

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ブ
ド
ウ
栽
培
・
ワ
イ
ン
醸
造
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て

　
は
、
中
川
昌
一
『
ブ
ド
ウ
を
知
れ
ば
ワ
イ
ン
が
見
え
る
』
大
阪
公
立
大
学
共
岡
出

　
版
会
、
二
〇
〇
二
年
に
詳
し
い
。
ま
た
、
麻
井
二
二
『
比
較
ワ
イ
ン
文
化
二
巴
申

　
公
新
害
六
＝
一
、
一
九
八
　
年
一
蔵
持
不
三
也
『
ワ
イ
ン
の
民
族
誌
』
筑
摩
書
房
、

　
一
九
八
八
年
一
古
賀
守
噸
文
化
史
の
な
か
の
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
』
鎌
倉
害
房
、
～
九

　
八
七
年
も
参
照
。

③
国
■
園
巳
ω
叶
Φ
写
g
臣
Φ
O
臥
的
誌
。
｛
ヨ
冨
℃
8
象
亀
8
ぎ
ビ
幕

　
ω
降
8
①
簿
『
6
8
ε
爆
0
2
齢
冨
｝
四
長
。
も
『
Ω
ぎ
曽
江
o
O
讐
ω
①
ω
き
傷
国
8
8
巳
。

　
O
8
ω
①
碧
窪
8
ω
り
O
■
蛭
藻
。
「
（
Φ
e
冒
Q
賊
§
ミ
智
§
識
S
凹
N
貯
§
恥
§
碕
§
満

　
○
§
ミ
辺
肉
ミ
愚
恥
§
叙
旨
象
§
N
b
§
ミ
鼠
§
知
O
⑩
Φ
も
■
○
。
卜
。
避
な
お
、
日
本
に
お

　
け
る
植
生
・
作
物
と
気
候
変
化
の
関
係
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
ず
思
い
浮
か

　
べ
る
の
は
桜
の
開
花
時
期
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
、
文
化
的
背
景
の
違

　
い
か
ら
か
、
ほ
と
ん
ど
史
料
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
麦
の
収
穫
期
に
つ
い

　
て
の
研
究
は
幾
ら
か
あ
る
が
、
本
論
で
は
省
略
し
た
。
O
捗
0
．
℃
蔚
基
き
日
げ
⑦

　
江
巳
Φ
H
8
》
α
Q
①
”
↓
訂
§
巴
四
巳
乏
㊦
ぎ
①
ω
ω
冒
象
8
ω
｛
o
同
0
①
p
詳
鋤
国
目
。
唱
ρ

　
即
囲
’
劉
。
ひ
Φ
門
α
q
（
巴
．
）
甲
O
翫
ミ
ミ
馬
§
駄
§
§
9
巳
。
。
一
も
や
。
。
り
め
ρ
》
．
円
餌
鑓
邑

　
粟
国
囚
巳
メ
同
冨
b
d
⑦
σ
q
一
雪
ぎ
α
Q
o
h
些
Φ
円
岩
国
費
く
⑦
ω
π
〉
軍
。
×
図
『
象
。
讐
。
円
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○
｛
ω
¢
ヨ
田
曾
Ω
一
ヨ
讐
①
写
跨
Φ
切
9
鑓
。
≧
窪
甲
し
u
・
軍
。
嵩
㊦
一
（
a
■
）
甲
Q
§
蹟
琳
時

　
甲
§
謎
§
賊
辱
ミ
ミ
ミ
面
隠
ド
肉
ミ
愚
馬
δ
奉
N
漣
獅
一
り
㊤
盒
署
6
一
【
刈
b
。
」

④
い
婁
ρ
Q
§
ミ
8
訂
溶
し
。
齢
Φ
一
器
「
一
盛
専
一
冨
ヵ
畠
9
曾
臥
Φ
曽
§
§
鳶
　

　
田
上
善
炎
「
小
氷
期
の
ワ
イ
ン
作
り
」
、
吉
野
正
敏
他
編
『
歴
史
と
気
候
』
朝
倉

　
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

⑤
田
上
、
前
掲
論
文
、
中
川
、
前
掲
書
、
麻
井
、
前
掲
書
、
蔵
持
、
前
掲
書
、
古

　
賀
、
前
掲
書
。
ピ
9
注
。
。
。
露
Φ
ぎ
㊦
び
魯
．
ら
鋒
の
他
に
、
H
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
小
林

　
章
夫
訳
㎎
ワ
イ
ン
物
語
”
芳
醇
な
味
と
香
り
の
世
界
史
蝋
日
本
放
送
出
版
協
会
、

　
一
九
九
〇
年
　
紅
山
雪
夫
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
面
白
い
』
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
、

　
一
九
九
～
年
一
野
上
利
喜
松
咽
フ
ラ
ン
ス
・
ワ
イ
ン
史
』
丸
善
出
版
サ
ー
ビ
ス
・

　
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
八
年
な
ど
。

⑥
本
文
節
は
、
特
に
、
田
上
、
前
掲
論
文
、
二
〇
一
頁
以
降
を
参
照
。

⑦
同
論
文
、
二
〇
四
頁
。

⑧
同
論
文
、
二
〇
五
頁
。

⑨
同
論
文
、
二
〇
四
頁
。

⑩
同
論
文
、
二
〇
四
頁
以
降
。

⑪
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
『
新
し
い
歴
史
』
＝
モ
頁
。

⑫
十
六
世
紀
後
半
以
降
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ピ
㊦
”
。
《
ピ
受
勲
ρ
撃
§
謎

　
閃
帥
α
q
田
P
愚
．
ら
帖
計
ピ
雪
牙
日
蝕
昌
①
朗
。
ワ
。
搾
ま
た
、
田
上
、
前
掲
論
文
、
W
・

　
J
・
バ
ロ
…
ズ
、
松
野
太
郎
他
気
温
気
候
変
動
一
多
角
的
視
点
か
ら
睡
シ
ュ
プ
リ

　
ン
ガ
ー
・
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク
東
京
、
二
〇
〇
三
年
な
ど
に
、
複
数
か
つ
独
立
の
デ
ー

　
タ
が
あ
る
。
一
方
、
十
六
世
紀
前
半
ま
で
の
時
期
の
デ
…
タ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
事

　
実
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
…
は
、
こ
の
時
期
に
は
顕
著
な
不

　
雪
年
や
長
期
的
不
作
傾
向
が
な
か
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

　
示
唆
す
る
。
ブ
ド
ウ
栽
培
は
人
々
が
敏
感
な
経
済
活
動
に
関
係
す
る
こ
と
を
考
え

　
る
と
、
あ
り
う
る
推
定
で
あ
る
。
Ω
．
い
鴛
牙
卍
巴
器
事
済
ら
鋭
娼
．
ω
卜
。
㎝
■

⑬
鵠
診
u
Q
§
ミ
ぶ
く
。
｝
．
卜
、
も
．
吋
ホ
．

⑭
本
章
註
⑪
を
参
照
。

⑮
も
ち
ろ
ん
、
三
十
年
戦
争
（
＝
企
八
一
四
八
年
）
の
混
乱
と
そ
れ
か
ら
の
立

　
ち
直
り
に
言
及
す
る
文
献
も
少
な
く
な
い
。
O
h
い
四
巳
緯
巴
尾
び
号
ミ
も
■
○
。
卜
。
メ

　
ま
た
、
前
掲
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
し
て
の
あ
る
臼
本
史
研
究
者
の
発
醤
で
あ
る
が
、

　
例
え
ば
、
江
戸
時
代
は
何
度
も
不
作
・
飢
僅
に
み
ま
わ
れ
た
が
、
一
般
に
、
そ
れ

　
ら
か
ら
の
回
復
能
力
は
驚
異
的
で
あ
る
と
い
う
。

⑯
田
上
、
前
掲
論
文
、
二
〇
六
頁
。

⑰
同
箇
所
。

⑱
　
同
箇
所
。
ペ
リ
ニ
ョ
ン
の
シ
ャ
ン
パ
ン
発
明
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
中
川
昌

　
一
、
晶
剛
掲
前
脚
、
二
〇
六
頁
以
隆
7
日
参
昭
…
。

⑲
田
上
、
前
掲
論
文
、
二
一
〇
頁
以
降
。
濃
紅
ニ
ス
ベ
ル
ク
に
お
け
る
シ
ュ
ペ
ー

　
ト
レ
ー
ゼ
製
造
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
笹
本
駿
二
『
ラ
イ
ン
河
物
語
㎞

　
岩
波
新
書
九
〇
二
、
～
九
七
四
年
、
二
〇
二
頁
以
降
を
参
照
。

⑳
冨
巳
器
ぎ
①
朗
魯
聾
も
．
G
。
卜
。
り
．

⑳
　
上
述
し
た
ワ
イ
ン
醸
造
所
の
ス
ト
ッ
ク
盤
に
関
す
る
考
慮
は
、
と
り
あ
え
ず
除

　
外
す
る
。
ま
た
、
田
上
、
前
掲
論
文
、
二
〇
六
頁
以
降
も
参
照
。

⑫
　
同
論
文
、
二
〇
五
頁
以
降
。

⑬
　
同
論
文
、
二
〇
七
頁
。

⑳
b
d
Φ
げ
旨
α
q
舞
≦
ま
ゲ
事
象
p
α
q
も
。
．
ω
ω
叩
G
。
o
け
、
井
上
「
魔
女
と
悪
塵
は
、

　
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
踏
ま
え
た
数
少
な
い
歴
史
学
論
文
で
あ
る
。
な
か
で
も
、

　
前
者
は
、
小
氷
期
の
と
り
わ
け
寒
冷
な
魔
女
狩
り
発
生
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体

　
的
な
「
状
況
証
拠
」
を
い
く
つ
か
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
G
・
ス
カ
ー
ル
、
J
・

　
ク
ロ
ー
、
小
泉
徹
訳
『
魔
女
狩
り
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
六
六
頁
以
降

　
（
O
．
ω
。
霞
Φ
節
一
．
○
龍
。
葦
§
爵
謎
ミ
暮
§
偽
装
ら
§
恥
ミ
§
咋
訪
－
§
賊

　
浄
竃
ミ
§
§
．
9
～
ミ
ミ
豆
肉
ミ
愚
魯
笛
0
9
）
、
1
・
ア
ー
レ
ン
ト
・
シ
ュ
ル
テ
、
野
口

　
芳
子
訳
『
魔
女
に
さ
れ
た
女
性
た
ち
㎞
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
二
三
頁
以
降

　
（
轡
諺
ご
Φ
⇒
蜂
－
ω
o
ず
E
斤
P
き
跨
鴨
箏
§
馬
§
・
b
◎
竃
恕
毫
髪
き
一
り
④
鼻
）
、
鈴
木
秀
夫
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魍
気
候
変
化
と
人
間
』
原
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
三
〇
八
頁
以
降
な
ど
、
寒
冷
な

　
気
候
と
不
作
と
魔
女
狩
り
の
相
関
に
言
及
、
あ
る
い
は
示
唆
す
る
啓
蒙
的
文
献
は

　
少
な
く
な
い
。
な
お
、
魔
女
の
天
候
操
作
能
力
に
関
す
る
同
時
代
人
の
心
情
に
つ

　
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
b
d
①
汀
冨
α
q
①
朗
≦
評
。
甲
国
ロ
馨
一
⇒
α
q
、
ア
ー
レ
ン
ト
”
シ
ユ

　
ル
テ
、
前
掲
書
、
お
よ
び
井
上
「
魔
女
と
悪
魔
」
を
参
照
。

⑳
例
え
ば
、
ω
簿
H
㌶
α
q
Φ
さ
ヨ
8
ず
出
¢
曇
一
お
甲
署
「
ω
念
ゐ
ホ
■
、
小
林
繁
子
「
ト

　
リ
ー
ア
選
帝
侯
領
に
お
け
る
魔
女
追
害
：
委
員
会
を
中
心
に
」
『
史
学
雑
誌
＝

　
七
編
三
号
』
二
〇
〇
八
年
、
四
〇
一
六
二
頁
。

⑳
　
P
・
シ
ョ
ニ
ュ
、
長
谷
川
輝
夫
訳
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
魔
術
使
い
の
終
焉
」
、

　
二
宮
宏
之
他
編
『
魔
女
と
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
隔
新
評
論
、
　
一
九
八
二
年
、
二
二
頁

　
（
原
著
℃
．
O
訂
§
F
ω
ロ
＝
ゆ
｛
貯
儒
Φ
ω
。
。
o
吋
。
δ
窃
ゆ
露
×
＜
同
H
。
ω
一
Φ
9
P
』
§
ミ
題

　
肉
．
い
Ω
一
㊤
①
Φ
は
、
筆
者
未
見
）
。

⑳
霊
薮
ω
［
①
3
g
野
庭
㌧
や
。
。
卜
。
ρ
≦
．
じ
u
Φ
ぎ
・
α
q
g
魯
§
§
さ
喧
ミ
⑳
§

　
じ
ご
曼
恥
ミ
”
一
⑩
c
。
o
。
も
唱
．
心
ω
で
α
に
雫
ラ
ン
ト
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
、
一
五
五
〇
～
一
六

　
三
〇
年
に
つ
い
て
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
お
け
る
五
年
間
ご
と
の
ブ
ド
ウ
収
穫

　
量
の
変
動
グ
ラ
フ
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
グ
ラ
フ
数
値
を
読

　
み
取
っ
て
、
再
掲
し
た
。
ま
た
、
べ
ー
リ
ン
ガ
ー
は
、
一
三
〇
〇
～
一
八
○
○
年

　
に
つ
い
て
、
南
西
ド
イ
ツ
地
方
全
体
に
お
け
る
各
年
の
魔
女
裁
判
発
生
場
所
、
発

　
生
件
数
、
被
告
発
者
数
、
死
刑
者
数
、
そ
の
他
の
処
刑
者
数
の
一
覧
を
、
（
も
ち

　
ろ
ん
、
史
料
で
確
認
で
き
る
限
り
で
あ
る
が
）
、
作
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

　
べ
ー
リ
ン
ガ
～
が
「
確
定
的
」
と
す
る
数
字
だ
け
を
五
年
ご
と
に
ま
と
め
て
グ
ラ

　
フ
化
し
た
。

⑱
罫
着
し
。
邑
二
二
§
ら
3
竈
．
ω
ω
O
ゐ
G
。
典

4
　
小
氷
期
と
太
陽
活
動

　
も
は
や
、
歴
史
学
固
有
の
テ
リ
ト
リ
ー
を
逸
脱
す
る
が
、
小
氷
期
の
物
理

学
的
原
因
へ
の
関
心
も
、
必
要
な
項
目
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
関
す
る
研

究
の
う
ち
で
、
今
日
な
お
基
本
的
と
さ
れ
る
の
が
、
太
陽
物
理
学
研
究
者
エ

デ
ィ
の
「
マ
ウ
ン
ダ
ー
・
ミ
ニ
マ
ム
ー
ル
イ
十
四
世
治
世
期
に
お
け
る
太
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

黒
点
と
気
候
」
と
題
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
概
要
と
問
題

点
を
紹
介
す
る
こ
と
で
さ
し
あ
た
り
の
職
責
全
う
と
し
た
い
。

　
今
日
、
自
然
科
学
分
野
で
は
、
地
球
の
気
候
を
決
定
す
る
最
も
基
本
的
な

要
因
が
太
陽
活
動
の
盛
衰
に
あ
る
こ
と
は
、
（
未
だ
証
明
は
完
結
し
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
よ
う
だ
が
）
、
既
定
の
事
実
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
エ
デ
ィ
は
、
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
小
氷
期
の
寒
冷
な
気
候
を
、
そ
の
時
代
の
様
々
な
記
録
、

史
料
を
用
い
な
が
ら
、
太
陽
活
動
の
一
時
的
衰
退
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
。

エ
デ
ィ
の
論
理
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
G
う
少
な
く
と
も
人
類
史
の
ス
パ
ン
で
考
え
る
と
き
、
太
陽
活
動
に
盛
衰
は

な
い
、
す
な
わ
ち
不
変
と
い
う
の
が
一
般
の
常
識
で
あ
る
が
、
厳
密
に
い
う

と
様
々
な
周
期
で
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
在
で
も
、
十
一
年

周
期
で
変
動
し
て
お
り
、
活
動
が
盛
ん
な
と
き
に
は
、
太
陽
が
○
・
～
％
程

度
、
明
る
く
な
る
こ
と
は
、
天
文
マ
ニ
ア
の
常
識
で
あ
る
。
そ
し
て
、
有
史

上
で
も
、
十
一
年
周
期
を
逸
脱
す
る
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
覆
う
も
う
少
し
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気候は歴史学研究の分析要因となりうるか？（永田）
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観
o
o

（
－

50

長
期
的
で
規
模
の
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
。
紛
過
去
の
時
代
の
太
陽
活
動
の

盛
衰
を
直
接
測
定
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
が
、
地
球
上
に
生
じ

た
現
象
か
ら
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
太
陽
活
動
が
盛
ん
に

な
る
と
、
太
陽
黒
点
の
出
現
数
が
増
大
し
、
ま
た
、
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
頻
度

も
増
大
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
太
陽
活
動
が
衰
退
す
る
と
、
逆
の
現
象
が
生
じ

る
。
㈹
実
は
、
一
六
四
五
年
ご
ろ
か
ら
～
七
一
五
年
ご
ろ
ま
で
の
期
間
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

マ
ウ
ン
ダ
！
・
ミ
ニ
マ
ム
諸
雲
註
9
ζ
一
巳
目
信
ヨ
と
呼
ば
れ
る
太
陽
黒
点

（
そ
し
て
、
中
緯
度
帯
で
の
オ
ー
ロ
ラ
）
が
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
か
っ
た
と

さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
、
太
陽
活
動
は
衰
退
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
岡
そ
し
て
、
マ
ウ
ン
ダ
ー
・
ミ
ニ
マ
ム
期
は
、
完
全
に
一

致
す
る
と
は
い
え
な
い
が
、
小
氷
期
に
当
た
る
、
あ
る
い
は
、
小
氷
期
の
中

心
的
な
時
期
に
あ
た
る
。

　
図
表
8
は
、
エ
デ
ィ
が
掲
げ
る
一
六
｝
○
年
か
ら
皿
七
五
〇
年
ま
で
の
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

問
に
お
け
る
太
陽
黒
点
数
の
年
平
均
数
（
の
補
正
値
）
で
あ
る
。
図
示
さ
れ

た
マ
ウ
ン
ダ
ー
・
ミ
ニ
マ
ム
期
に
は
、
い
ず
れ
の
数
学
的
補
正
値
を
み
て
も
、

黒
点
数
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
黒
点
数
は
、
実
際
に
太
陽
面
に

出
現
し
た
数
で
は
な
く
、
観
測
記
録
に
残
っ
て
い
る
数
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
十
七
世
紀
と
十
八
世
紀
は
、
天
体
観
測
技
術
と
そ
の
観

測
体
制
が
加
速
度
的
に
発
展
し
た
時
代
で
あ
り
、
観
測
成
果
の
最
と
質
も
加

235 （235）



速
度
的
に
向
上
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
通
常
の
大
き
さ
の

黒
点
」
の
観
測
に
必
要
な
望
遠
鏡
の
発
明
は
、
十
七
世
紀
の
初
頭
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
ガ
リ
レ
イ
が
木
星
の
四
大
衛
星
を
観
測
し
た
の
は
、
一
六
～
○
年

ご
ろ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
反
射
望
遠
鏡
を
発
明
し
た
の
は
、
一
六
六
〇
年
代
後

半
で
あ
る
。
こ
の
間
、
望
遠
鏡
の
改
良
だ
け
で
な
く
、
普
及
が
進
ん
で
い
る
。

同
時
に
、
観
測
体
制
の
整
備
も
日
進
月
歩
で
あ
っ
た
。
エ
デ
ィ
の
判
断
に
よ

れ
ば
、
黒
点
に
つ
い
て
、
一
七
四
九
一
～
八
一
七
年
は
、
何
ら
か
の
毎
日
の

観
測
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
信
懸
垂
に
欠
け
る
も
の
も
少
な
く
な
い
時
期
、
～

七
〇
〇
一
一
七
四
八
年
は
、
月
間
隔
平
均
の
デ
ー
タ
の
時
期
、
一
七
〇
〇
年

よ
り
前
は
、
極
め
て
貧
弱
な
［
去
年
間
隔
平
均
の
意
に
な
る
か
］
デ
ー
タ
の

　
　
　
　
⑤

時
期
と
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
期
間
に
、
「
実
際
の
黒
点
数
」
に
変
化
が
な

け
れ
ば
、
「
観
測
さ
れ
た
黒
点
数
」
は
時
期
と
と
も
に
増
大
す
る
は
ず
で
あ

る
が
、
マ
ウ
ン
ダ
ー
・
ミ
ニ
マ
ム
期
に
か
ぎ
っ
て
後
者
は
減
少
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
は
「
実
際
の
黒
点
数
」
も
少
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。　

こ
の
論
理
を
補
強
す
る
た
め
に
、
エ
デ
ィ
は
、
マ
ウ
ン
ダ
ー
・
ミ
ニ
マ
ム

期
の
天
文
学
者
た
ち
の
弓
張
を
収
集
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
六
七
～
年
に

「
発
見
」
さ
れ
た
黒
点
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
王
立
協
会
の
研
究
雑
誌

℃
露
δ
。
。
o
℃
聞
。
巴
日
建
詰
論
什
δ
”
o
｛
攣
Φ
渕
。
《
鋤
ω
0
9
Φ
曙
の
あ
る
編
集
者

は
、
「
パ
リ
で
、
カ
ッ
シ
ー
二
鈎
．
∪
．
○
霧
臨
艮
閣
下
が
、
最
近
、
再
び
、
太

陽
の
黒
点
［
複
数
形
］
を
観
測
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
こ
の
長

年
の
間
、
誰
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
と
記
し

　
　
⑥

て
い
る
。
カ
ッ
シ
ー
二
は
、
フ
ラ
ン
ス
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
で
、
当
代
、

屈
指
の
天
文
学
者
で
あ
っ
た
。
一
六
七
一
年
の
こ
の
黒
点
発
見
に
つ
い
て
、

彼
自
身
の
記
述
も
残
っ
て
い
る
。
「
前
回
、
天
文
学
者
た
ち
が
太
陽
面
の
黒

点
を
見
て
か
ら
、
約
二
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
時
期
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

望
遠
鏡
が
発
明
さ
れ
て
以
来
、
常
に
観
測
さ
れ
て
い
た
。
」

　
同
じ
頃
、
カ
ッ
シ
ー
二
は
別
の
と
こ
ろ
で
、
「
［
フ
ラ
ン
ス
の
天
文
学
者
］

ピ
カ
ー
ル
旨
℃
ざ
錠
傷
は
、
あ
る
黒
点
［
単
数
形
］
の
発
見
に
驚
喜
し
た
。

と
い
う
の
は
、
彼
は
、
毎
日
、
毎
日
、
非
常
な
注
意
を
払
っ
て
観
測
を
続
け

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
十
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
」
と
も
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
王
付
き
天
文
官
で
初
代

グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
長
の
フ
ラ
ム
ス
テ
ィ
ー
ド
旨
瞬
櫛
日
ω
8
巴
が
、
一
六

八
四
年
に
一
つ
の
黒
点
を
観
測
し
た
と
き
の
記
述
は
、
説
得
的
で
あ
る
。

「
シ
ャ
イ
ナ
ー
Ω
ω
o
冨
写
Φ
「
や
ガ
リ
レ
イ
O
．
O
p
田
臨
の
こ
ろ
に
は
、
し

ば
し
ば
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
［
黒
点
］
の
出
現
は
、
最
近
で
は
、
極
め
て
ま
れ

で
あ
り
、
〔
今
回
の
黒
点
は
］
　
一
六
七
六
年
以
来
、
私
が
太
陽
面
に
見
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
唯
｝
の
も
の
で
あ
る
。
」
シ
ャ
イ
ナ
ー
（
　
五
七
五
…
一
六
五
〇
）
や
ガ

リ
レ
イ
（
一
五
六
四
－
一
六
四
二
）
は
、
望
遠
鏡
に
よ
る
黒
点
観
測
が
は
じ

ま
っ
た
最
も
初
期
、
す
な
わ
ち
、
マ
ウ
ン
ダ
ー
・
ミ
ニ
マ
ム
期
よ
り
前
の
時
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期
の
天
文
学
者
で
あ
る
。

　
エ
デ
ィ
は
、
マ
ウ
ン
ダ
i
・
ミ
ニ
マ
ム
期
が
終
わ
っ
た
十
九
世
紀
の
天
文

学
者
た
ち
の
証
雷
も
確
認
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
国
王
付
き
天
文
官
ハ
ー

シ
ェ
ル
≦
’
国
巽
筈
①
躍
（
一
七
三
八
－
一
八
二
二
）
は
、
十
七
世
紀
か
ら
十

八
世
紀
初
頭
の
時
期
に
里
…
点
が
な
か
っ
た
の
は
周
知
の
事
実
と
記
述
し
て
い

⑩る
。
ド
イ
ツ
の
黒
点
観
測
家
シ
ュ
ペ
ー
ラ
ー
P
ω
℃
α
「
巽
（
一
八
二
二
…
一

八
九
五
）
も
、
＝
ハ
四
六
1
～
七
一
六
の
七
〇
年
問
の
時
期
は
、
通
常
の
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

期
と
は
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
黒
点
が
な
か
っ
た
と
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
事
象
に
名
を
冠
せ
ら
れ
る
マ
ウ
ン
ダ
ー
中
芝
．
翫
具
§
餌
雲
は
、
十
七

世
紀
前
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
黒
点
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ロ
ラ

も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
、
太
陽
活
動
に

と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
ま
た
太
陽
・
地
球
関
係
に
と
っ
て
も
特
別
な
時
期
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
っ
た
と
い
う
見
解
を
提
出
し
た
。

　
さ
ら
に
、
エ
デ
ィ
は
、
十
七
世
紀
と
十
八
世
紀
は
、
望
遠
鏡
の
普
及
・
改

良
が
進
み
、
天
文
学
が
大
い
に
発
展
し
た
時
期
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と

に
、
太
陽
観
測
に
関
し
て
は
見
る
べ
き
成
果
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
そ

れ
は
、
こ
の
時
期
、
太
陽
活
動
が
衰
退
し
て
い
て
、
〈
観
測
に
値
す
る
〉
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

象
が
な
か
っ
た
事
実
を
表
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
言
う
。

　
以
上
が
、
エ
デ
ィ
の
論
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
然
科
学
的
証

明
と
し
て
は
お
そ
ら
く
不
十
分
で
あ
ろ
う
が
、
歴
史
研
究
者
に
は
、
説
得
力

を
感
じ
さ
せ
る
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
疑
問
も
あ
る
。
最
大
の
そ
し
て

最
も
素
朴
な
疑
問
は
、
気
候
学
研
究
者
（
と
、
我
々
、
歴
史
学
研
究
者
が
ひ

と
ま
ず
）
認
知
す
る
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
末
ま
で
の
小
氷
期
と
対

比
さ
せ
た
と
き
、
＝
ハ
四
五
年
か
ら
一
七
一
五
年
の
マ
ウ
ン
ダ
ー
・
ミ
ニ
マ

ム
期
は
、
期
間
が
短
す
ぎ
る
こ
と
と
、
は
じ
ま
り
の
時
期
が
ず
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
特
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
太
陽
活
動
の
衰
退
が
地
球
（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
）
気
候
の
寒
冷
化
の
原
因
な
ら
ば
、
逆
の
時
系
列
で
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
今
日
の
気
候
学
研
究
に
は
、
マ
ウ
ン
ダ
ー
・

ミ
ニ
マ
ム
期
の
前
に
、
同
様
な
太
陽
黒
点
極
小
期
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
小
氷
期
は
、
そ
れ
ら
複
数
の
極
小
期
が
複
合
的
に
作
用
し
て
地
球
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
た
ら
し
た
寒
冷
化
と
捉
え
る
解
釈
が
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
ル
・
ロ
ワ
・

ラ
デ
ュ
リ
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
点
も
含
め
て
、
小
氷
期
と
マ
ウ
ン
ダ
ー
・

ミ
ニ
マ
ム
の
因
果
関
係
は
「
改
め
て
、
そ
っ
く
り
［
研
究
を
］
や
り
直
す
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

要
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

①
』
．
〉
．
臣
匹
ざ
鐸
⑦
、
ζ
磐
巳
Φ
噌
ζ
ぎ
ぎ
毒
．
一
ω
毎
。
・
℃
。
冨
巳
Ω
冒
器
ヨ

　
夢
①
二
二
G
q
昌
。
｛
ピ
〇
三
ω
×
H
く
“
賄
9
§
亀
鼻
卜
）
り
一
Φ
刈
。
。
．
な
お
、
本
論
で
は
、
℃
四
節
Φ
漂

　
号
．
ミ
に
再
収
録
さ
れ
た
も
の
を
用
い
た
。
な
お
、
エ
デ
ィ
が
、
論
文
タ
イ
ト

　
ル
に
、
「
小
氷
期
」
で
は
な
く
、
あ
え
て
、
太
陽
王
「
ル
イ
十
四
世
治
世
期
」
と

　
い
う
語
を
選
ん
だ
の
は
、
彼
の
ウ
ィ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
。

②
も
ち
ろ
ん
、
地
球
上
の
様
々
な
地
域
的
ス
ケ
ー
ル
、
様
々
な
時
閾
的
ス
ケ
ー
ル

　
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
気
候
を
定
め
る
要
因
は
途
方
も
な
く
多
く
、
ま
た
、
そ
れ
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ら
間
の
相
互
作
用
も
同
様
に
多
様
で
あ
る
た
め
、
～
定
の
場
所
と
期
間
の
気
候
決

　
定
要
因
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
が
対
象
と
す
る

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ス
ケ
ー
ル
、
か
つ
千
年
以
下
ス
ケ
ー
ル
」
の
場
合
に
つ
い
て
も
、

　
最
も
基
本
的
な
要
因
は
太
陽
活
動
の
盛
衰
で
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
バ
ロ
ー
ズ
、

　
前
掲
晋
を
参
照
。

③
マ
ウ
ン
ダ
ー
国
．
芝
．
ζ
β
。
目
匹
2
は
、
そ
の
事
実
を
い
ち
早
く
示
唆
し
た
天
文

　
学
者
の
一
人
で
あ
る
。
通
常
、
マ
ウ
ン
ダ
ー
と
表
記
さ
れ
る
が
、
本
来
は
マ
ン

　
ダ
ー
と
す
る
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

④
臣
㊧
b
℃
・
舞
．
も
．
駅
刈
．
ま
た
、
エ
デ
ィ
は
、
マ
ウ
ン
ダ
ー
・
ミ
ニ
マ
ム
期
前

　
後
に
お
け
る
中
・
低
緯
度
圏
で
見
ら
れ
た
オ
ー
ロ
ラ
の
（
観
測
数
の
）
変
動
グ
ラ

　
フ
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
グ
ラ
フ
も
、
黒
点
に
関
す
る
図
表
8
の
場
合
と
同
傾

　
向
を
示
し
て
お
り
、
同
じ
く
観
測
技
術
や
観
測
体
制
の
発
展
に
配
慮
す
れ
ば
、
彼

　
の
指
摘
に
首
肯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
H
窪
α
．
も
℃
b
ω
Q
。
心
酔
P

⑤
H
ぼ
負
醤
．
ト
ひ
α
c
。
心
O
ρ
さ
ら
に
、
一
八
一
八
～
四
七
年
は
、
信
頼
で
き
る
何
ら

　
か
の
形
の
毎
日
の
デ
ー
タ
が
あ
る
時
期
、
そ
し
て
、
世
界
的
な
黒
点
観
測
網
が
確

　
立
さ
れ
た
一
八
四
八
年
以
降
は
、
信
頼
で
き
る
観
測
者
に
よ
る
毎
日
の
デ
ー
タ
が

　
複
数
あ
る
時
期
と
な
る
。

⑥
同
甑
飾
・
も
b
G
。
ピ
U
マ
○
霧
。
・
ぎ
一
（
δ
“
。
？
箋
這
y

⑦
同
σ
峯
も
b
G
。
H
．

⑧
国
際
q
．
も
b
ω
ド
い
コ
。
p
a
（
δ
8
∴
①
。
。
鱒
y

⑨
H
窪
山
．
も
．
器
ピ

⑩
H
試
匹
．
も
．
N
ω
心
．
≦
．
田
「
。
。
げ
Φ
一
誉
謎
。
。
山
。
。
卜
。
昏
。
）
．

⑪
H
ぽ
衛
ニ
リ
b
。
。
。
心
．

⑫
H
ぴ
第
も
昌
b
。
ω
鼻
』
9
≦
ζ
9
琶
傷
⑦
昏
。
。
竃
∴
8
。
。
y

⑬
同
謀
傷
．
も
で
．
器
鼻
幽
ω
刈
■
と
り
わ
け
、
十
七
世
紀
は
、
望
遠
鏡
の
改
良
に
よ
り
太

　
陽
以
外
の
天
体
の
観
測
精
度
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

　
カ
ッ
シ
ー
二
に
よ
る
一
六
七
五
年
の
土
星
の
環
の
溝
（
カ
ッ
シ
ー
二
の
間
隙
）
の

　
発
見
は
、
一
白
。
ω
Φ
o
o
巳
の
分
解
能
を
、
　
一
六
七
一
年
の
土
星
の
衛
星
イ
ア
ペ
ト

　
ゥ
ス
の
発
見
は
、
極
め
て
明
る
い
天
体
か
ら
鼻
O
践
。
し
・
Φ
o
o
巳
離
れ
た
と
こ
ろ
に

　
あ
る
光
度
十
一
等
級
の
天
体
（
衛
星
）
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
分
解
能
を
必

　
要
と
し
た
。
ま
た
、
＝
ハ
七
五
年
に
は
、
レ
ー
マ
ー
が
木
星
の
衛
星
イ
オ
の
木
星

　
食
観
測
か
ら
光
の
速
さ
を
算
出
し
た
。
さ
ら
に
、
十
七
世
紀
中
に
、
少
な
く
と
も

　
五
十
三
回
の
日
食
が
観
測
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
金
星
や
水
星
の
太
陽
面
通
過
が

　
七
回
観
測
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
し
、
そ
の
時
期
、
里
…
点
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、

　
そ
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
。

⑭
上
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
者
宮
原
ひ
ろ
子
氏
に
よ
れ
ば
、
太
陽
黒
点
数
の
有

　
史
上
の
特
異
な
減
少
と
し
て
、
十
七
世
紀
中
葉
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
マ
ウ

　
ン
ダ
ー
極
小
期
の
前
に
、
さ
ら
に
、
十
六
世
紀
初
頭
の
シ
ュ
ペ
ー
ラ
ー
極
小
期

　
G
Q
℃
α
話
「
竃
坤
鐵
ヨ
雌
蕊
と
十
四
世
紀
前
半
の
ウ
ォ
ル
フ
極
小
期
≦
o
開
ζ
坤
巴
ヨ
β
白

　
と
い
う
二
つ
の
極
小
期
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
小
氷
期
の
寒
冷
化
は

　
そ
れ
ら
の
複
合
的
作
用
が
も
た
ら
し
た
現
象
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

⑮
ピ
Φ
幻
。
罵
ピ
薮
巳
P
顛
防
§
強
く
♀
ド
箸
ひ
甲
㎝
9
（
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ

　
『
気
候
の
歴
史
㎞
八
○
頁
以
降
。
）

ま
と
め
と
展
望

　
小
氷
期
の
寒
い
気
候
は
、
時
期
的
に
符
合
す
る
「
厳
し
く
辛
い
時
代
相
」

と
何
ら
か
の
因
果
関
係
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
問
い
か
け
を
出
発
点
に
、
歴

史
学
と
し
て
、
気
候
を
歴
史
解
釈
の
～
要
因
に
取
り
こ
む
研
究
の
現
状
紹
介

と
可
能
性
の
展
望
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
最
終
的
目
標

は
、
気
候
変
動
へ
の
配
慮
を
備
え
た
全
体
的
叙
述
で
あ
ろ
う
が
、
道
程
は
と

て
つ
も
な
く
遼
く
困
難
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
さ
し
あ
た
り
の
課
題
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は
、
や
は
り
、
気
候
に
関
係
が
あ
り
そ
う
な
事
象
と
気
候
の
関
係
に
つ
い
て

の
実
証
的
か
つ
緻
密
な
歴
史
学
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ

、
つ
。

　
そ
の
際
、
本
論
で
試
み
た
よ
う
に
、
①
気
候
以
外
の
要
因
が
考
え
ら
れ
な

い
歴
史
事
象
、
②
気
候
が
有
力
な
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
歴
史
事
象
と

い
う
区
分
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
な
る
個
別
研
究
対
象
を
歴
史
の
中
に
渉
猟
す

る
方
法
は
有
益
で
あ
ろ
う
。
小
氷
期
を
例
に
す
る
な
ら
ば
、
①
に
つ
い
て
は
、

本
論
で
取
り
あ
げ
た
ア
ル
プ
ス
の
氷
河
の
進
出
、
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
川
の

凍
結
の
他
に
考
え
ら
れ
る
対
象
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
ラ
イ
ン
川
な
ど
、

ア
ル
プ
ス
を
源
流
地
と
す
る
河
川
の
雪
解
け
水
に
よ
る
増
水
・
洪
水
、
北

海
・
バ
ル
ト
海
域
に
お
け
る
海
上
交
通
・
遭
難
な
ど
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

②
に
つ
い
て
は
、
ブ
ド
ウ
栽
培
の
不
調
、
魔
女
狩
り
の
頻
発
の
他
に
、
ペ
ス

ト
を
は
じ
め
と
す
る
伝
染
病
の
流
行
、
難
民
・
流
民
の
増
減
と
動
向
、
個
人

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
の
人
口
動
態
、
穀
物
全
般
の
価
格
の
変
動
、
紛

争
・
戦
乱
の
増
減
な
ど
、
（
そ
れ
ら
自
体
の
間
で
因
果
関
連
が
あ
ろ
う
が
）
、

一
度
は
研
究
対
象
と
す
べ
き
事
象
は
少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
の
対
象
を
取
り
あ
げ
る
に
し
て
も
、
長
期
的
・
全
体
的

な
動
向
と
と
も
に
、
時
間
的
か
つ
空
間
的
に
特
定
さ
れ
た
事
象
を
検
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
氷
期
の
前
後
、
数
百
年
間
に
わ
た
る
傾
向
の
把
握
は

必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
が
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
い
か
に
も
概

論
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
作
業
と
平
行
し
て
、
ブ
ド

ウ
栽
培
の
項
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
小
氷
期
が
は
じ
ま
る
前
後
の
一
世
紀

間
以
内
、
そ
し
て
小
氷
期
の
期
間
内
に
つ
い
て
、
数
年
単
位
で
の
動
向
を
知

る
こ
と
、
ま
た
、
国
や
州
あ
る
い
は
そ
れ
ら
よ
り
も
さ
ら
に
限
定
さ
れ
た
地

域
に
お
け
る
動
向
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
論
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
全
体
を
概
観
す

る
と
き
、
時
期
的
に
中
世
の
農
業
革
命
、
革
新
の
十
二
世
紀
と
重
複
す
る
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

世
温
暖
期
も
、
近
世
の
小
氷
期
に
比
肩
す
べ
き
関
心
対
象
で
あ
る
。
耕
作
地

面
積
増
大
、
収
穫
率
上
昇
、
人
ロ
増
大
、
あ
る
い
は
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

海
洋
航
行
の
拡
大
等
の
テ
ー
マ
が
考
え
ら
れ
る
。

　
①
例
え
ば
、
十
二
世
紀
の
ノ
ル
マ
ン
人
の
作
と
い
わ
れ
る
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
マ
ッ

　
　
プ
」
＜
ぎ
鼠
邑
ζ
巷
は
、
　
つ
の
関
心
事
で
あ
る
。
氷
が
溶
け
て
い
な
い
と
わ

　
　
か
ら
な
い
は
ず
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
形
が
か
な
り
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
が
、

　
　
偽
作
の
疑
い
も
濃
い
。
Ω
’
カ
．
〉
’
G
O
寄
澤
O
ロ
卑
鉢
”
§
鴨
ミ
ミ
§
蹴
ξ
§
糺

　
　
ミ
鳴
寄
、
ミ
、
沁
災
ミ
州
§
」
⑩
り
0
．

　
　
　
ま
た
、
井
上
「
中
世
気
候
の
多
様
性
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
気
候
と
社
会

　
　
に
関
す
る
邦
文
歴
史
学
研
究
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授
）
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